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〈表紙の写真〉 日光杉並木マラソン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日光市）

●開催日　平成23年８月７日（日）
●場　所　例幣使街道
●コース　３・５・１０キロの３コース
●種　目　小学生から一般まで14種目
●参加者　約2,500名
　世界一長い並木街道としてギネスブックに掲載
されている杉並木の木漏れ日の中を約2,500名のラ
ンナーが力走した。
　今年は、福島第１原発の事故により風評被害に
苦しむ観光産業の窮状を知った溝畑宏官公庁長官
が参加し「日光市の安全安心を世界に発信しよ
う」とスターターを務めたほか、５キロコースに
エントリーして完走した。
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̶
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̶
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■突撃ルポ 保険者みてある記
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生活習慣病予防・医療費適正化に向けた
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特定健診・特定保健指導を実施して

西方町保健福祉課　福田 富子
̶
■保険者だより　茂木町
「健康体操」で健康長寿を目指します
̶
■栃木県国保医療課だより
東日本大震災に係る
一部負担金免除の取扱いについて
̶
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真
岡
市
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
の
旧

二
宮
町
と
の
合
併
を
経
て
、
現
在
、
人
口

約
八
万
三
千
人
の
活
力
あ
る
都
市
と
な
り
、

豊
か
な
自
然
と
産
業
が
調
和
す
る
ま
ち
と

し
て
、
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

伝
統
工
芸
品
の
「
真
岡
木
綿
」
を
は
じ

め
、
真
岡
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
、
県
立
井
頭
公
園

に
隣
接
す
る
真
岡
井
頭
温
泉
及
び
宿
泊
施

設
「
チ
ャ
ッ
ト
パ
レ
ス
」
な
ど
の
観
光
施

設
や
、
季
節
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
関
東
一
円
か
ら
、
一
年

を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
の
皆
様
が
訪
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
特
産
品
の
「
い
ち
ご
」

は
、
生
産
量
、
生
産
高
と
も
に
日
本
一
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
目
指
す
将
来
都
市
像
は
、「
だ
れ

も
が
”ほ
っ
と
“
で
き
る
ま
ち
　
真
岡
」、

そ
し
て
「
日
本
一
安
心
な
ま
ち
」
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
、「
安
心
で
き
る
子
育

て
と
教
育
」、「
安
心
で
き
る
地
場
産
業
の

振
興
」、「
安
心
で
き
る
福
祉
と
環
境
」、

「
安
心
で
き
る
行
政
運
営
」
の
「
四
つ
の
安

心
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
各
種
の
政
策

及
び
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
は
、
第
十
次
市
勢
発

展
長
期
計
画「
ベ
リ
ー
”Ｈ
Ｏ
Ｔ
・
Ｈ
Ｏ
Ｔ
“

プ
ラ
ン
」
の
二
年
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、

今
年
度
の
主
要
な
事
業
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
と
、
ま
ず
健
康
づ
く
り
の
面
で
は
、

国
保
の
特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
に
、「
健
康
モ
デ
ル
地
区
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て
、

検
診
結
果
に
つ
い
て
の
個
別
説
明
を
は
じ

め
、「
健
康
の
つ
ど
い
」（
地
域
住
民
の
健

康
度
チ
ェ
ッ
ク
）、
健
康
教
室
、
四
十
歳
以

下
を
対
象
と
し
た
「
ヤ
ン
グ
検
診
」
等
を

実
施
し
、
地
域
住
民
の
健
康
に
関
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
事

業
で
す
。

ま
た
、
検
診
の
受
診
者
を
対
象
に
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
「
真
岡
市
健
康
手
帳
」
を
新
規

に
作
成
し
、
検
診
結
果
と
と
も
に
検
診
結

果
の
見
方
や
運
動
、
栄
養
、
禁
煙
な
ど
健

康
に
関
す
る
各
種
の
資
料
を
一
括
し
て
フ

ァ
イ
ル
し
、
継
続
的
な
健
康
管
理
に
役
立

て
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
面
で
は
、
総
合
運
動

公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
基
本
計
画
に
基

づ
き
総
面
積
の
二
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
七
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

三
カ
年
度
の
継
続
事
業
で
、
四
百
メ
ー
ト

ル
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
工
事
等
、
陸
上
競

技
場
及
び
そ
の
周
辺
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
暮
ら
し
や
す
さ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、「
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
事
業
を
実
施
し
、

総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
情
報
番
組
制
作
放
送
事

業
と
し
て
、
市
内
全
域
で
視
聴
可
能
と
な

っ
た
「
真
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
を
活
用

し
、
魅
力
あ
る
行
政
情
報
番
組
を
作
成
し
、

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
多
く
の
家
屋
や
公
共
施
設

等
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

震
災
以
前
の
状
態
に
戻
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
、
復
旧
・
復
興
に
向
か
っ
て
懸
命
に
前

進
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
私
自
身
が
先

頭
に
立
ち
、
市
民
生
活
の
安
定
や
、
経
済

産
業
活
動
の
活
性
化
、
そ
し
て
、
災
害
に

強
い
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

真岡市長
井 田　隆 一

「
だ
れ
も
が  ”ほ
っ
と
“ 

     

で
き
る
ま
ち
真
岡
」

              

を
目
指
し
て

巻頭言
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社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
お
け
る

医
療
保
険
制
度
改
革
の
動
向
を
注
視

平
成
23
年
７
月
29
日
（
金
）、
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成

23
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
通
常
総
会
で
は
、
報
告
事
項
２
件
及
び
平

成
22
年
度
に
係
る
本
会
事
業
報
告
の
認
定
並
び

に
一
般
・
特
別
両
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
係

る
認
定
案
件
11
件
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
に

係
る
予
算
補
正
及
び
役
員
の
改
選
な
ど
、
議
決

事
項
15
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
上
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
た
。

平
成
23
年
度

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

通
常
総
会

通
常
総
会
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９
月
の
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
稼
働
に

理
解
を
求
め
る

冒
頭
、
国
保
連
合
会
佐
藤
栄
一
理
事
長

は
、
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本

部
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
成
案
に
つ
い
て
、「
医
療

保
険
制
度
関
連
事
項
と
し
て
、
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
や
医
療
保
険
の
財
政
基
盤

強
化
な
ど
が
改
革
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
」
と
し
、「
改
革
成
案
で
は
、
財
源
確
保

と
一
体
の
も
の
と
し
て
達
成
す
べ
き
と
整

理
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
、
可
能
な

も
の
か
ら
医
療
保
険
制
度
改
正
を
行
っ
て

い
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
政
局
が
混
沌
と

し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
は
不
透
明
な
状

況
に
あ
る
。
医
療
保
険
制
度
が
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
な
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
と

な
る
よ
う
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
全
国
統
一
の
標
準
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、「
当

初
５
月
よ
り
実
施
す
る
と
し
て
い
た
が
、

開
発
元
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
の
品
質
確
保

が
図
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
５
月
全

国
一
斉
稼
動
を
断
念
し
順
次
導
入
の
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会
に
お
い

て
は
４
ヵ
月
延
伸
の
９
月
稼
動
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
」
と
し
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、「
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機

関
と
し
て
の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と

を
念
頭
に
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

国
保
の
財
政
基
盤
強
化
に
よ
る
安
定
的

な
運
営
に
向
け
て

続
い
て
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
篠
崎
良
雄
主
幹
兼
課
長
補
佐
よ
り
、

来
賓
挨
拶
と
し
て
「
医
療
保
険
制
度
を
取

り
巻
く
状
況
と
し
て
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
医
療
費
の
増
大
、
こ
れ
に
伴
う
保
険

財
政
基
盤
の
悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
し
、
国
に
お
け
る
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
及
び
医
療
保
険
制
度
改

革
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
し
た
。
ま
た
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化

策
に
つ
い
て
、
国
と
地
方
の
協
議
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
「
県
と
し
て
は
、
他
の
都

道
府
県
と
協
力
し
、
国
に
対
し
地
方
の
負

担
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
市
町

村
国
保
の
構
造
的
な
課
題
に
起
因
す
る
財

政
問
題
の
解
消
に
向
け
、
今
後
と
も
積
極

的
な
意
見
を
主
張
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
11
月
に
策
定
し
た
栃
木

県
市
町
村
広
域
化
等
支
援
方
針
に
つ
い
て
、

「
国
保
事
業
の
広
域
化
や
国
保
財
政
の
安
定

化
を
推
進
す
る
た
め
の
方
針
で
あ
り
、
中

で
も
収
納
率
向
上
対
策
と
し
て
、
保
険
者

規
模
別
の
収
納
率
目
標
を
定
め
て
い
る
」

と
し
、「
収
納
率
目
標
の
達
成
に
向
け
、
県

と
国
保
連
合
会
と
共
同
に
よ
り
、
市
町
保

険
者
の
収
納
事
務
の
支
援
を
強
化
し
て
い

あいさつをする
本会佐藤理事長

栃木県保健福祉部国保医療課
篠崎主幹兼課長補佐

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
岩
舟

町
の
茂
呂
町
長
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ

た
。
本
総
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
慎
重
審
議
の
上
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
成
立
し
た
。

理
事
会
に
て
三
役
が
決
定

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

理
事
長
に
佐
藤
栄
一
氏
（
宇
都
宮
市
長
）、

副
理
事
長
に
大
久
保
寿
夫
氏
（
小
山
市
長
）、

高
橋
克
法
氏
（
高
根
沢
町
長
）、
常
務
理
事

に
大
谷
範
雄
氏
（
那
須
烏
山
市
長
）、
菅
谷

富
士
雄
氏
（
学
識
経
験
者
）
が
選
任
さ
れ

た
。任

期
は
、
平
成
23
年
８
月
７
日
か
ら
平

成
25
年
８
月
６
日
ま
で
の
２
年
間
と
な
る
。

議長
岩舟町　茂呂町長



4

役 職 名

理 事 長

副理事長

常務理事

理　　事

監　　事

佐　藤　栄　一

大久保　寿　夫

高　橋　克　法

大　谷　範　雄

菅　谷　富士雄

星　野　光　利

柴　田　　　勝

太　田　照　男

佐　藤　　　信

入　野　正　明

鈴　木　俊　美

津久井　富　雄

大豆生田　　実

岡　部　正　英

斎　藤　文　夫

大　塚　朋　之

真　瀬　宏　子

栗　川　　　仁

氏 名 現 職 名 推薦支部名等

栃木県国民健康保険団体連合会役員名簿
平成23年８月７日
平成25年８月６日任期

（平成23年8月7日現在）

宇 都 宮 支 部

下 都 賀 支 部

塩 谷 支 部

南 那 須 支 部

理 事 会

宇 都 宮 支 部

宇 都 宮 支 部

宇 都 宮 支 部

上 都 賀 支 部

芳賀郡市支部

下 都 賀 支 部

那 須 支 部

足利・佐野支部

足利・佐野支部

上 都 賀 支 部

芳賀郡市支部

下 都 賀 支 部

那 須 支 部

宇 都 宮 市 長

小 山 市 長

高 根 沢 町 長

那 須 烏 山 市 長

学 識 経 験 者

上 三 川 町 長
全国歯科医師国保組合
栃 木 県 支 部 長
栃木県医師国保組合
理 事 長

鹿 沼 市 長

市 貝 町 長

栃 木 市 長

大 田 原 市 長

足 利 市 長

佐 野 市 長

日 光 市 長

益 子 町 長

野 木 町 長

那 須 塩 原 市 長
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Ⅰ　報告事項
報告第１号　理事長専決事項報告について

１　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事
業・高額医療費共同事業の拠出金等の変更について

報告第２号　規則の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会老人医療費審査支払規則の一部改
正について

２　栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則
の一部改正について

Ⅱ　議決事項
議案第１号　栃木県国民健康保険団体連合会規約の一部改正について
議案第２号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第３号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認

定について
議案第４号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計

歳入歳出決算の認定について
議案第５号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特

別会計歳入歳出決算の認定について
議案第６号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・

高額医療費共同事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第７号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事

務共同処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第８号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別

会計歳入歳出決算の認定について
議案第９号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業

務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第10号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済

業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第11号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導

入基金事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第12号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会

計歳入歳出決算の認定について
議案第13号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正

について
議案第14号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計

（業務勘定）歳入歳出予算補正について
議案第15号　栃木県国民健康保険団体連合会役員の改選について

Ⅲ　その他

平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
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平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書
平成22年度の事業については、平成22年2月25日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及

び関係機関と連携を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いました
ので、その概況を報告します。

第１　国民健康保険事業の安定的運営
第２　国民健康保険診療報酬審査支払事業の効率化
第３　後期高齢者医療関係業務の適正執行
第４　共同事業の効率的推進
第５　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第６　介護保険事業関係業務の適正執行
第７　新規事業への対応
第８　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備

第１ 国民健康保険事業の安定的運営
国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情
報の提供に努めた。
また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸
となり、より一層の国民健康保険事業の安定的運営に向けた運動を展開した。

第２ 国民健康保険診療報酬審査支払事業の効率化
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図る
ことはもとより、昨年度に導入の二画面審査システム及び審査事務共助支援システム（外付システム）を
活用することにより、審査の更なる精度向上に努め、診療報酬審査支払事業の効率的執行を図った。また、
出産育児一時金等の支払についても適正に業務を遂行した。

第３ 後期高齢者医療関係業務の適正執行
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図る
ことはもとより、昨年度に導入の二画面審査システム及び審査事務共助支援システム（外付システム）を
活用することにより、審査の更なる精度向上に努め、診療報酬審査支払事業の効率的執行を図った。また、
後期高齢者医療事務代行業務の適正化かつ効率化を図った。

第４ 共同事業の効率的推進
保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、保険者レセプト管理システム（国保）を
導入し、保険者事務の効率化を図った。
また、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業の適正執行及び求償金の滞留防止等により第三者
行為損害賠償求償事務共同処理事業の効率化に取り組んだ。

第５ 実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成や、本会が保有する特定健診・保健指導デー
タ及びレセプトデータの突合等による特定健診・保健指導に係る情報を提供し、保険者における円滑な実
施のための支援を行った。
また、平成20年4月から医療保険者に義務付けられた生活習慣病予防のための特定健診・保健指導業務を
円滑に行うために、特定健診等データ管理システムの担当者個別研修を実施し、システムを活用し、より
良い特定健診等の業務の執行につなげると共に、栃木県保険者協議会をとおし特定健診・保健指導に係る
人材育成を強化し、実効性を高める取組みを行った。

第６ 介護保険事業関係業務の適正執行
介護給付費審査支払業務、障害者自立支援給付費支払事業の充実強化及び苦情処理担当者の連携強化、
苦情・相談への対応の充実等により介護サービスの質的向上を図った。
また、年金特別徴収の経由機関として、業務の適正執行に努めた。

第７ 新規事業への対応
県内国保保険者に課せられた特定健診等の目標値を達成し、生活習慣病予備群の減少による医療費の適
正化と住民のQOLの向上のために、受診率向上支援事業の一環として、未受診者に対する電話受診勧奨
（モデル事業）を実施した。また、国保税現年度分の未納者に対し早期に納付の勧奨をすることで、新たな
滞納の発生を抑制するため、自動電話催告（モデル事業）を実施した。
平成23年度に予定されているレセプト請求の原則電子化等に対応するため、国保総合システムの導入準
備を進めた。
更に、予算編成から予算執行・決算集計までの事務処理を一元的に管理できる財務会計システムの導入
を進め、財務及び出納事務の効率化を図った。

第８ 成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、事務局組織体制の整備、職員の
資質の向上、事務運営改善に努めた。
また、医療制度改革関連法等の実施や医療のIT化の推進に対応するため、連合会の中期的な運営方針や
組織運営体制の確立に向けた本会中期事業計画の具体的な取組みを行った。
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H23.7.29
栃木県国保連合会

医療保険制度を取り巻く環境と対応状況

（1）現行の医療保険制度を不安定にしている要因

①　急速な高齢化の進行は、疾病構造の変化や医療技術の高度化等により医療費が増高し、医療保険の
財政運営を圧迫している。

②　国保は、無職者（主に年金受給者）の加入率が高く、それに加えて平成20年秋からの経済危機によ
り、非正規労働者の解雇等に伴い失業による無職者も加わり、市町村国保の保険料（税）の徴収等に
影響を与えている。

（2）安定的で持続可能な医療保険制度の構築

①　後期高齢者医療制度に代わる新たな高齢者医療制度について検討を続けてきた厚生労働省の高齢者
医療制度改革会議において、平成22年12月20日最終報告がまとめられた。

②　それによると、後期高齢者医療制度を平成25年3月で廃止し、国保と被用者保険に高齢者を戻した
うえで、75歳以上国保を都道府県が財政運営するよう提言した。また、国保の全年齢での都道府県単
位化の目標時期を平成30年度と定めた。

③　一方、厚生労働省は、レセプトのIT化を推進するため、一昨年11月に請求省令の一部を改正し、
一部の保険医療機関を除き、平成23年度より保険医療機関からの請求を電子レセプト請求（オンライ
ン請求又は電子媒体による請求）にすることとした。

④　こうした動きに対応するため、国保中央会では全国統一したシステムの共通基盤を構築し、各業務
機能が実行できるよう国保総合システムの開発を行い、平成23年5月全国一斉稼動を予定していたが、
システムの開発が遅れていることや震災による影響もあり一斉稼動を断念した。本会は6月末にリリ
ースされた全国稼動版で本稼動を目指し、平成23年9月からの導入に向けた準備を進めている。

（3）国保保険料（税）収納率の向上支援

①　平成21年度全国の国保保険料（税）収納率は、88.01％と前年度より0.34ポイント減となり、本県の
収納率においても84.77％と前年度より0.37ポイント低下し、前年度に引き続き全国で低い状況にある。

②　本会としても、平成16年度から滞納案件等の個別指導を行う徴収アドバイザーを設置し、市町の収
納率向上のための支援事業を実施している。又、モデル事業として昨年度に引き続き、現年度分の未
納者に対して自動電話催告を実施しており、今後も更なる保険者支援事業を実施して参りたい。

（4）介護保険並びに障害者自立支援に係る業務の適正執行

①　介護給付費審査支払業務及び障害者自立支援給付費支払業務の適正執行に努めている。又、介護給
付適正化事業の積極的推進による保険者支援、苦情処理担当者の連携強化、苦情・相談への対応の充
実等などにより介護サービスの質的向上を図って参りたい。

（5）保健事業の積極的支援

①　国は、医療費適正化計画について、平成20年度から5ヵ年計画で国と都道府県において計画を
策定し、特定健診及び特定保健指導などの生活習慣病対策に向けた取り組み等を掲げ、医療費適正化
計画の総合的な推進を行うこととした。

②　本会としても、特定健診及び特定保健指導が保険者に義務付けられたことから、この実施に向けた
支援(目標値達成のための支援を含む。)など、保険者のニーズに応じた支援を積極的に展開するとと
もに、地域・職域保険の連携による健康づくりを目的に設置された「栃木県保険者協議会」を有効に
活用し、健康づくりによる医療費や介護給付費の適正化に資して参りたい。
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（1）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　   定　   額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額 予算現額と収入
済額との比較

76,639,000 
76,639,000 
12,428,000 
12,427,000 

1,000
1,087,000
1,000

1,086,000
3,252,000
3,252,000
4,455,000
4,454,000
1,000

115,546,000
115,546,000

1,000
1,000

163,735,000
136,662,000
27,073,000 

1,000
1,000
660,000
660,000

377,804,000

74,702,536
74,702,536
14,346,000
14,346,000

0
1,086,000

0
1,086,000
3,164,021
3,164,021
1,279,619
1,279,619

0
93,230,017 
93,230,017 

0
0

141,517,088
114,446,000
27,071,088 
1,286,101
1,286,101
1,808,617
1,808,617
332,419,999

74,702,536
74,702,536
14,346,000
14,346,000

0
1,086,000

0
1,086,000
3,164,021
3,164,021
1,279,619
1,279,619

0
93,230,017
93,230,017

0
0

141,517,088
114,446,000
27,071,088
1,286,101
1,286,101
1,808,617
1,808,617
332,419,999

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 1,936,464
△ 1,936,464
1,918,000
1,919,000
△ 1,000
△ 1,000
△ 1,000

0
△ 87,979
△ 87,979

△ 3,175,381
△ 3,174,381
△ 1,000

△ 22,315,983
△ 22,315,983

△ 1,000
△ 1,000

△ 22,217,912
△ 22,216,000

△ 1,912
1,285,101
1,285,101
1,148,617
1,148,617

△ 45,384,001

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出
済 額 と の 比 較

669,000
669,000

207,609,000
207,609,000
147,409,000
31,863,000
115,546,000

1,000
1,000

11,727,000
11,727,000
377,000
377,000
9,563,000
9,517,000
46,000
449,000
449,000

377,804,000

347,632
347,632

194,150,757
194,150,757
116,953,506
23,723,489
93,230,017

0
0

8,515,650
8,515,650
164,465
164,465
8,655,204
8,610,204
45,000

0
0

328,787,214

321,368
321,368

13,458,243 
13,458,243
30,455,494 
8,139,511
22,315,983

1,000
1,000

3,211,350
3,211,350
212,535
212,535
907,796
906,796
1,000
449,000
449,000

49,016,786

321,368
321,368

13,458,243
13,458,243
30,455,494
8,139,511
22,315,983

1,000
1,000

3,211,350
3,211,350
212,535
212,535
907,796
906,796
1,000
449,000
449,000

49,016,786

１負　担　金

２国庫支出金

３県 支 出 金

４中央会支出金

５財 産 収 入

６特定資産収入

７特定資産運用収入

８繰　入　金

９繰　越　金

10 諸　収　入

１負　担　金

１国庫補助金
２国庫交付金

１県 補 助 金
２委　託　金

１中央会支出金

１財産運用収入
２財産売払収入

１基金取崩収入

１基金運用収入

１他会計繰入金
２積立金繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１会 議 費

２総 務 費

３事 業 費

４特定資産支出

５積 立 金

６借入金償還金

７諸 支 出 金

８予 備 費

歳　入　合　計

歳　出　合　計

１会 議 費

１総務管理費

１事 業 費

１基金繰入支出

１積 立 金

１借入金償還金

１諸 支 出 金
２償還金及び還付加算金

１予 備 費

２国保介護従事者
処遇改善基金事業費
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（2-1）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計
          （業務勘定）歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　   定　   額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額 予算現額と収入
済額との比較

601,152,000
598,093,000
3,059,000
576,920,000
550,675,000

1,000
26,244,000
10,378,000
10,378,000
631,000
1,000
630,000
2,000
1,000
1,000

133,878,000
5,577,000
128,301,000
80,000,000
80,000,000
1,516,000
1,516,000

1,404,477,000

597,609,111
595,491,931
2,117,180
593,878,502
576,641,702

0
17,236,800
20,058,000
20,058,000
630,000

0
630,000

0
0
0

95,052,250 
2,052,250
93,000,000 
117,802,557
117,802,557
2,597,129
2,597,129

1,427,627,549

597,609,111
595,491,931
2,117,180
593,878,502
576,641,702

0
17,236,800
20,058,000
20,058,000
630,000

0
630,000

0
0
0

95,052,250
2,052,250
93,000,000
117,802,557
117,802,557
2,597,129
2,597,129

1,427,627,549

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 3,542,889
△ 2,601,069
△ 941,820
16,958,502
25,966,702
△ 1,000

△ 9,007,200
9,680,000
9,680,000
△ 1,000
△ 1,000

0
△ 2,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 38,825,750
△ 3,524,750
△ 35,301,000
37,802,557
37,802,557
1,081,129
1,081,129
23,150,549

款

歳　　出 合　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出
済 額 と の 比 較

589,074,000
589,074,000
53,562,000
53,562,000
614,473,000
614,473,000
1,047,000
1,047,000
18,632,000
18,632,000
113,937,000
113,937,000

1,000
1,000

13,751,000
13,751,000

1,404,477,000

525,862,117
525,862,117
51,122,948
51,122,948
566,793,188
566,793,188
1,015,044
1,015,044
18,331,679
18,331,679
113,656,426
113,656,426

0
0
0
0

1,276,781,402

63,211,883
63,211,883
2,439,052
2,439,052
47,679,812
47,679,812
31,956
31,956
300,321
300,321
280,574
280,574
1,000
1,000

13,751,000
13,751,000
127,695,598

63,211,883
63,211,883
2,439,052
2,439,052
47,679,812
47,679,812
31,956
31,956
300,321
300,321
280,574
280,574
1,000
1,000

13,751,000
13,751,000
127,695,598

歳　　入 合　　計

１手　数　料

２保険者事務等
　共同電算処理
　事業手数料及
　び負担金並び
　に委託料

３国庫支出金

４県 支 出 金

５財 産 収 入

６繰　入　金

７繰　越　金

８諸　収　入

１手　数　料
２事　務　費

１手　数　料
２負　担　金
３業務委託料

１国庫補助金

１県 補 助 金
２委　託　金

１財産運用収入
２財産売払収入

１他会計繰入金
２積立金繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１総 務 費

２審査委員会費

３保険者事務等共同
　電算処理事業費
４特別審査負担金

５レセプト電算処理
　システム特別分担金
６積 立 金

７レセプト電算処理
　システム費
８予 備 費

１審査支払管理費

１審査委員会費

１業 務 管 理 費

１特別審査負担金

１積 立 金

１予 備 費

１レセプト電算処理
　システム特別分担金

１レセプト電算処理
　シ ス テ ム 費
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（歳　入）

（歳　出）

（単位：円）

（単位：円）

（歳　入） （単位：円）

歳　　　入 合　　　計

歳　　　出 合　　　計

歳　　　入 合　　　計

歳　　　出 合　　　計

（歳　出） （単位：円）

（2-2）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計
　　 （国民健康保険診療報酬支払勘定）歳入歳出決算書

（2-3）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計
         （老人保健診療報酬支払勘定）歳入歳出決算書 

１国 民 健 康 保 険
　診療報酬支出金
２借 入 金 償 還 金

３繰 出 金

４予 備 費

１国民健康保険
　診療報酬受入金
２繰 入 金

３繰 越 金

４諸 収 入

５借 入 金

１他会計繰入金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

１国民健康保険
　診療報酬受入金

134,451,852,789
134,451,852,789
2,191,902,499
2,191,902,499
27,345,767
27,345,767

0
0
0
0

136,671,101,055

137,089,160,000
137,089,160,000
2,275,693,000
2,275,693,000
20,771,000
20,771,000

3,000
3,000
1,000
1,000

139,385,628,000

134,451,852,789
134,451,852,789
2,191,902,499
2,191,902,499
27,345,767
27,345,767

0
0
0
0

136,671,101,055

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 2,637,307,211
△ 2,637,307,211
△ 83,790,501
△ 83,790,501
6,574,767
6,574,767
△ 3,000
△ 3,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 2,714,526,945

１老人保健診療
　報酬受入金
２繰 越 金

３諸 収 入

１老人保健診療
　報酬受入金

１繰 越 金

１諸 収 入

21,991,000
21,991,000
2,357,000
2,357,000
2,000
2,000

24,350,000

△ 771,643
△ 771,643
5,594,263
5,594,263

0
0

4,822,620

0
0
0
0
0
0
0

△ 771,643
△ 771,643
5,594,263
5,594,263

0
0

4,822,620

0
0
0
0
0
0
0

△ 22,762,643
△ 22,762,643
3,237,263
3,237,263
△ 2,000
△ 2,000

△ 19,527,380

１国 民 健 康 保 険
　診療報酬支出金

１借 入 金 償 還 金

１繰 出 金

１予 備 費

136,660,713,847
136,660,713,847

0
0
0
0
0
0

136,660,713,847

2,704,137,153
2,704,137,153

2,000
2,000
2,000
2,000

20,773,000
20,773,000

2,724,914,153

2,704,137,153
2,704,137,153

2,000
2,000
2,000
2,000

20,773,000
20,773,000

2,724,914,153

139,364,851,000
139,364,851,000

2,000
2,000
2,000
2,000

20,773,000
20,773,000

139,385,628,000

１老 人 保 健 診 療
　報 酬 支 出 金
２借 入 金 償 還 金

３繰 出 金

４予 備 費

１老 人 保 健 診 療
　報 酬 支 出 金

１借 入 金 償 還 金

１繰 出 金

１予 備 費

21,989,000
21,989,000

1,000
1,000
2,000
2,000

2,358,000
2,358,000
24,350,000

△ 781,120
△ 781,120

0
0
0
0
0
0

△ 781,120

22,770,120
22,770,120

1,000
1,000
2,000
2,000

2,358,000
2,358,000
25,131,120

22,770,120
22,770,120

1,000
1,000
2,000
2,000

2,358,000
2,358,000
25,131,120

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較
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（歳　入）

（歳　出）

（単位：円）

（単位：円）

（2-4）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計
         （公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出決算書

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

１公費負担医療
　受 入 金
２繰 越 金

３諸 収 入

１公費負担医療
　受 入 金

１繰 越 金

１諸 収 入

歳　　入 合　　計

2,731,081,000
2,731,081,000
1,282,000
1,282,000
2,000
2,000

2,732,365,000

１公 費 負 担 医 療
　支 出 金
２借 入 金 償 還 金

３繰 出 金

４予 備 費

１公 費 負 担 医 療
　支 出 金

１借 入 金 償 還 金

１繰 出 金

１予 備 費
歳　　　出 合　　　計

2,731,064,000
2,731,064,000

1,000
1,000
1,000
1,000

1,299,000
1,299,000

2,732,365,000

2,556,142,383
2,556,142,383

0
0
0
0
0
0

2,556,142,383

174,921,617
174,921,617

1,000
1,000
1,000
1,000

1,299,000
1,299,000
176,222,617

174,921,617
174,921,617

1,000
1,000
1,000
1,000

1,299,000
1,299,000
176,222,617

2,555,883,061
2,555,883,061
1,425,332
1,425,332

0
0

2,557,308,393

2,555,883,061
2,555,883,061
1,425,332
1,425,332

0
0

2,557,308,393

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 175,197,939
△ 175,197,939

143,332
143,332
△ 2,000
△ 2,000

△ 175,056,607

（歳　入） （単位：円）

歳　　　入 合　　　計

歳　　　出 合　　　計

（歳　出） （単位：円）

（2-5）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計
         （出産育児一時金等に関する支払勘定）歳入歳出決算書

１出 産 育 児 一 時
　金 等 支 出 金
２借 入 金 償 還 金

３予 備 費

１出産育児一時
　金等受入金
２県 支 出 金

３繰 越 金

４諸 収 入

５借 入 金

１県 補 助 金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

１出産育児一時
　金等受入金

4,956,675,080
4,956,675,080

0
0
0
0
0
0
0
0

4,956,675,080

6,909,841,000
6,909,841,000

1,000
1,000
1,000
1,000
3,000
3,000
1,000
1,000

6,909,847,000

4,956,675,080
4,956,675,080

0
0
0
0
0
0
0
0

4,956,675,080

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 1,953,165,920
△ 1,953,165,920

△ 1,000
△ 1,000
△ 1,000
△ 1,000
△ 3,000
△ 3,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 1,953,171,920

１出 産 育 児 一 時
　金 等 支 出 金

１借 入 金 償 還 金

１予 備 費

4,956,675,080
4,956,675,080

0
0
0
0

4,956,675,080

1,953,164,920
1,953,164,920

2,000
2,000
5,000
5,000

1,953,171,920

1,953,164,920
1,953,164,920

2,000
2,000
5,000
5,000

1,953,171,920

6,909,840,000
6,909,840,000

2,000
2,000
5,000
5,000

6,909,847,000

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較
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（3-1）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務
            特別会計（業務勘定）歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　   定　   額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額 予算現額と収入
済額との比較

539,389,000
539,389,000
164,456,000
164,456,000
6,400,000
6,400,000
1,000
1,000
2,000
1,000
1,000

133,448,000
2,000

133,446,000
94,000,000
94,000,000
1,438,000
1,438,000
939,134,000

525,341,149
525,341,149
162,308,001
162,308,001
6,399,000
6,399,000

0
0
0
0
0

77,746,820
0

77,746,820
107,265,602
107,265,602
1,541,749
1,541,749
880,602,321

525,341,149
525,341,149
162,308,001
162,308,001
6,399,000
6,399,000

0
0
0
0
0

77,746,820
0

77,746,820
107,265,602
107,265,602
1,541,749
1,541,749
880,602,321

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 14,047,851
△ 14,047,851
△ 2,147,999
△ 2,147,999
△ 1,000
△ 1,000
△ 1,000
△ 1,000
△ 2,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 55,701,180
△ 2,000

△ 55,699,180
13,265,602
13,265,602
103,749
103,749

△ 58,531,679

款

歳　　出 合　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出
済 額 と の 比 較

597,213,000
597,213,000
35,914,000
35,914,000
157,136,000
157,136,000
491,000
491,000
1,000
1,000

145,683,000
145,683,000

1,000
1,000

2,695,000
2,695,000
939,134,000

553,350,860
553,350,860
34,137,283
34,137,283
112,964,015
112,964,015
490,956
490,956

0
0

144,481,642
144,481,642

0
0
0
0

845,424,756

43,862,140
43,862,140
1,776,717
1,776,717
44,171,985
44,171,985

44
44

1,000
1,000

1,201,358
1,201,358
1,000
1,000

2,695,000
2,695,000
93,709,244

43,862,140
43,862,140
1,776,717
1,776,717
44,171,985
44,171,985

44
44

1,000
1,000

1,201,358
1,201,358
1,000
1,000

2,695,000
2,695,000
93,709,244

歳　　入 合　　計

１手　数　料

２後期高齢者医療事
　務代行業務委託料
３国庫支出金

４県 支 出 金

５財 産 収 入

６繰　入　金

７繰　越　金

８諸　収　入

１手　数　料

１業務委託料

１国庫補助金

１県 補 助 金

１財産運用収入
２財産売払収入

１他会計繰入金
２積立金繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１総 務 費

２審査委員会費

３事務代行業務費

４特別審査負担金

５レセプト電算処理
　システム特別分担金
６積 立 金

７レセプト電算処理
　システム費
８予 備 費

１審査支払管理費

１審査委員会費

１業 務 管 理 費

１特別審査負担金

１積 立 金

１予 備 費

１レセプト電算処理
　システム特別分担金

１レセプト電算処理
　シ ス テ ム 費
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（歳　入） （単位：円）

歳　　　入 合　　　計

歳　　　出 合　　　計

（歳　出） （単位：円）

（3-2）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計
          （後期高齢者医療診療報酬支払勘定）歳入歳出決算書

１後期高齢者医療
　診療報酬支出金
２借 入 金 償 還 金

３繰 出 金

４予 備 費

１後期高齢者医療
　診療報酬受入金
２繰 越 金

３諸 収 入

４借 入 金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

１後期高齢者医療
　診療報酬受入金

159,535,509,294
159,535,509,294

9,959,155
9,959,155

0
0
0
0

159,545,468,449

161,787,078,000
161,787,078,000

9,970,000
9,970,000
3,000
3,000
1,000
1,000

161,797,052,000

159,535,509,294
159,535,509,294

9,959,155
9,959,155

0
0
0
0

159,545,468,449

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 2,251,568,706
△ 2,251,568,706

△ 10,845
△ 10,845
△ 3,000
△ 3,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 2,251,583,551

１後期高齢者医療
　診療報酬支出金

１借 入 金 償 還 金

１繰 出 金

１予 備 費

159,535,707,671
159,535,707,671

0
0
0
0
0
0

159,535,707,671

2,251,368,329
2,251,368,329

347,000
347,000
2,000
2,000

9,627,000
9,627,000

2,261,344,329

2,251,368,329
2,251,368,329

347,000
347,000
2,000
2,000

9,627,000
9,627,000

2,261,344,329

161,787,076,000
161,787,076,000

347,000
347,000
2,000
2,000

9,627,000
9,627,000

161,797,052,000

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

（歳　入）

（歳　出）

（単位：円）

（単位：円）

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　出　　　　合　　　計

（3-3）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務
  特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出決算書

１公費負担医療
　受 入 金
２繰 越 金

３諸 収 入

１公費負担医療
　受 入 金

１繰 越 金

１諸 収 入

458,310,000
458,310,000
1,000,000
1,000,000
2,000
2,000

459,312,000

392,961,151
392,961,151
1,000,126
1,000,126

0
0

393,961,277

0
0
0
0
0
0
0

392,961,151
392,961,151
1,000,126
1,000,126

0
0

393,961,277

0
0
0
0
0
0
0

△ 65,348,849
△ 65,348,849

126
126

△ 2,000
△ 2,000

△ 65,350,723

１公 費 負 担 医 療
　支　　出　　金
２借 入 金 償 還 金

３繰 出 金

４予 備 費

１公費負担医療支出金

１借 入 金 償 還 金

１繰 出 金

１予 備 費

458,297,000
458,297,000

1,000
1,000
1,000
1,000

1,013,000
1,013,000
459,312,000

392,961,081
392,961,081

0
0
0
0
0
0

392,961,081

65,335,919
65,335,919

1,000
1,000
1,000
1,000

1,013,000
1,013,000
66,350,919

65,335,919
65,335,919

1,000
1,000
1,000
1,000

1,013,000
1,013,000
66,350,919

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較
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（4）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・
　　   高額医療費共同事業特別会計歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　  定　  額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

5,182,000

5,182,000

23,610,532,000

23,610,532,000

33,360,000

33,360,000

1,000

1,000

44,780,000

44,780,000

2,000

2,000

4,500,000

4,500,000

52,000

52,000

23,698,409,000

5,179,000

5,179,000

22,355,416,797

22,355,416,797

35,494,000

35,494,000

0

0

50,331,943

50,331,943

0

0

6,063,210

6,063,210

45,317

45,317

22,452,530,267

5,179,000

5,179,000

22,355,416,797

22,355,416,797

35,494,000

35,494,000

0

0

50,331,943

50,331,943

0

0

6,063,210

6,063,210

45,317

45,317

22,452,530,267

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 3,000

△ 3,000

△ 1,255,115,203

△ 1,255,115,203

2,134,000

2,134,000

△ 1,000

△ 1,000

5,551,943

5,551,943

△ 2,000

△ 2,000

1,563,210

1,563,210

△ 6,683

△ 6,683

△ 1,245,878,733

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出

済 額 と の 比 較

11,304,000

11,304,000

23,610,532,000

23,610,532,000

75,438,000

75,438,000

2,000

2,000

871,000

871,000

262,000

262,000

23,698,409,000

10,379,389

10,379,389

22,361,659,258

22,361,659,258

74,537,478

74,537,478

0

0

868,822

868,822

0

0

22,447,444,947

924,611

924,611

1,248,872,742

1,248,872,742

900,522

900,522

2,000

2,000

2,178

2,178

262,000

262,000

1,250,964,053

924,611

924,611

1,248,872,742

1,248,872,742

900,522

900,522

2,000

2,000

2,178

2,178

262,000

262,000

1,250,964,053

歳　　入　　合　　計

１共同事業事

　務費拠出金

２共同事業拠出金

３国庫支出金

４県 支 出 金

５超高額医療費

　共同事業交付金

６繰　入　金

７繰　越　金

８諸　収　入

１共同事業拠出金

１国庫補助金

１県 補 助 金

１超高額医療費
　共同事業交付金

１他会計繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１共同事業事
　務費拠出金

１総 務 費

２交付金支出金

３超高額医療費

    共同事業拠出金

４借入金償還金

５積 立 金

６予 備 費

１総務管理費

１交付金支出金

１超高額医療費
　共同事業拠出金

１借入金償還金

１積 立 金

１予 備 費
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（5）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償
         事務共同処理事業特別会計歳入歳出決算書

 
（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　   定　   額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

458,356,000

458,356,000

9,756,000

9,756,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

8,000,000

8,000,000

43,000

43,000

476,158,000

418,891,599

418,891,599

9,910,233

9,910,233

840,000

840,000

0

0

0

0

7,560,107

7,560,107

11,329

11,329

437,213,268

418,891,599

418,891,599

9,910,233

9,910,233

840,000

840,000

0

0

0

0

7,560,107

7,560,107

11,329

11,329

437,213,268

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 39,464,401

△ 39,464,401

154,233

154,233

839,000

839,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 439,893

△ 439,893

△ 31,671

△ 31,671

△ 38,944,732

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出

済 額 と の 比 較

16,528,000

16,528,000

458,356,000

458,356,000

1,000

1,000

1,273,000

1,273,000

476,158,000

11,644,716

11,644,716

418,891,599

418,891,599

0

0

0

0

430,536,315

4,883,284

4,883,284

39,464,401

39,464,401

1,000

1,000

1,273,000

1,273,000

45,621,685

4,883,284

4,883,284

39,464,401

39,464,401

1,000

1,000

1,273,000

1,273,000

45,621,685

歳　　入　　合　　計

１求償額受入金

２共同事業拠出

　金及び手数料

３国庫支出金

４県 支 出 金

５繰　入　金

６繰　越　金

７諸　収　入

１求償額受入金

１共同事業拠出
　金及び手数料

１国庫補助金

１県 補 助 金

１他会計繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１総 務 費

２求償額支出金

３借入金償還金

４予 備 費

１総務管理費

１求償額支出金

１借入金償還金

１予 備 費
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（歳　入） （単位：円）

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　出　　　　合　　　　計

（歳　出） （単位：円）

（6-1）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務
           特別会計（業務勘定）歳入歳出決算書

１総 務 費

２審 査 委 員 会 費

３介 護 サ ー ビ ス
　苦情処理委員費
４国保中央会負担金

５主治医意見書料支出金

６介護職員処遇改
　善交付金支出金
７積 立 金

８借 入 金 償 還 金

９諸 支 出 金

10予 備 費

１手 数 料

２国庫支出金

３県 支 出 金

４中央会支出金

５負 担 金

６主治医意見
　書料受入金
７介護職員処遇改
　善交付金受入金
８財 産 収 入

９繰 入 金

10繰 越 金

11諸 収 入

12借 入 金

１積立金運用収入
２物品売払収入

１一般会計繰入金
２積立金繰入金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

１手 数 料

１国庫補助金

１県 補 助 金
２県 委 託 料

１中央会支出金

１負 担 金

１主治医意見
　書料受入金

１介護職員処遇改
　善交付金受入金

１介 護 職 員 処 遇 改
　善 交 付 金 支 出 金

147,910,799
147,910,799
3,348,000
3,348,000
5,547,900

0
5,547,900
91,900
91,900

4,133,225
4,133,225
337,272,391
337,272,391
1,862,185,489
1,862,185,489

206,547
206,547

0
0
0
0

29,385,595
29,385,595
326,655
326,655

0
0

2,390,408,501

145,705,000
145,705,000

1,000
1,000

6,481,000
1,000

6,480,000
124,000
124,000
4,183,000
4,183,000
343,915,000
343,915,000
2,428,021,000
2,428,021,000

751,000
750,000
1,000

27,203,000
1,000

27,202,000
10,000,000
10,000,000
324,000
324,000
1,000
1,000

2,966,709,000

147,910,799
147,910,799
3,348,000
3,348,000
5,547,900

0
5,547,900
91,900
91,900

4,133,225
4,133,225
337,272,391
337,272,391
1,862,185,489
1,862,185,489

206,547
206,547

0
0
0
0

29,385,595
29,385,595
326,655
326,655

0
0

2,390,408,501

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,205,799
2,205,799
3,347,000
3,347,000
△ 933,100
△ 1,000
△ 932,100
△ 32,100
△ 32,100
△ 49,775
△ 49,775

△ 6,642,609
△ 6,642,609
△ 565,835,511
△ 565,835,511
△ 544,453
△ 543,453
△ 1,000

△ 27,203,000
△ 1,000

△ 27,202,000
19,385,595
19,385,595

2,655
2,655

△ 1,000
△ 1,000

△ 576,300,499

２介 護 サ ー ビ ス
　苦情処理管理費

１介 護 サ ー ビ ス
　苦情処理委員費

２償 還 金 及 び
　還 付 加 算 金

１審 査 委 員 会 費

１国保中央会負担金

１主治医意見書料支出金

１積 立 金

１借 入 金 償 還 金

１諸 支 出 金

１予 備 費

１審査支払管理費
98,849,204
97,853,405
995,799
1,241,322
1,241,322
7,076,646
7,076,646
16,841,492
16,841,492
337,272,391
337,272,391
1,862,185,489
1,862,185,489
24,901,867
24,901,867

0
0
0
0
0
0
0

2,348,368,411

38,976,796
38,833,595
143,201
161,678
161,678
525,354
525,354
527,508
527,508
6,642,609
6,642,609
565,834,511
565,834,511
668,133
668,133
3,000
3,000
5,000
4,000
1,000

4,996,000
4,996,000
618,340,589

38,976,796
38,833,595
143,201
161,678
161,678
525,354
525,354
527,508
527,508
6,642,609
6,642,609
565,834,511
565,834,511
668,133
668,133
3,000
3,000
5,000
4,000
1,000

4,996,000
4,996,000
618,340,589

137,826,000
136,687,000
1,139,000
1,403,000
1,403,000
7,602,000
7,602,000
17,369,000
17,369,000
343,915,000
343,915,000
2,428,020,000
2,428,020,000
25,570,000
25,570,000

3,000
3,000
5,000
4,000
1,000

4,996,000
4,996,000

2,966,709,000

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較
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（歳　入） （単位：円）

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　出　　　　合　　　計

（歳　出） （単位：円）

（6-2）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務
            特別会計（介護給付費支払勘定）歳入歳出決算書

１介護給付費支出金

２借 入 金 償 還 金

３予 備 費

１介護給付費受入金

２繰 越 金

３諸 収 入

４借 入 金

１介護給付費受入金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

95,220,543,711
95,220,543,711

641,458
641,458

0
0
0
0

95,221,185,169

95,806,146,000
95,806,146,000

642,000
642,000
3,000
3,000
1,000
1,000

95,806,792,000

95,220,543,711
95,220,543,711

641,458
641,458

0
0
0
0

95,221,185,169

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 585,602,289
△ 585,602,289

△ 542
△ 542
△ 3,000
△ 3,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 585,606,831

１介護給付費支出金

１借 入 金 償 還 金

１予 備 費

95,215,524,717
95,215,524,717

0
0
0
0

95,215,524,717

590,618,283
590,618,283

24,000
24,000
625,000
625,000

591,267,283

590,618,283
590,618,283

24,000
24,000
625,000
625,000

591,267,283

95,806,143,000
95,806,143,000

24,000
24,000
625,000
625,000

95,806,792,000

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

（歳　入）

（歳　出）

（単位：円）

（単位：円）

（6-3）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計
　　    （公費負担医療等に関する報酬等支払勘定）歳入歳出決算書

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

１公費負担医
　療等受入金
２繰 越 金

３諸 収 入

４借 入 金

１公費負担医
　療等受入金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金
歳　　入 合　　計

809,204,000
809,204,000

3,000
3,000
3,000
3,000
1,000
1,000

809,211,000

１公 費 負 担 医
　療 等 支 出 金
２借 入 金 償 還 金

３予 備 費

１公 費 負 担 医
　療 等 支 出 金

１借 入 金 償 還 金

１予 備 費
歳　　　出 合　　　計

809,190,000
809,190,000

3,000
3,000
18,000
18,000

809,211,000

776,748,246
776,748,246

0
0
0
0

776,748,246

32,441,754
32,441,754

3,000
3,000
18,000
18,000

32,462,754

32,441,754
32,441,754

3,000
3,000
18,000
18,000

32,462,754

776,748,246
776,748,246

74,847
74,847

0
0
0
0

776,823,093

776,748,246
776,748,246

74,847
74,847

0
0
0
0

776,823,093

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 32,455,754
△ 32,455,754

71,847
71,847
△ 3,000
△ 3,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 32,387,907
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（7-1）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係
　   業務特別会計（業務勘定）歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　  定　  額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

28,115,000

26,684,000

1,431,000

506,000

506,000

2,000

2,000

2,000

1,000

1,000

1,500,000

1,500,000

39,000

39,000

30,164,000

28,485,500

27,604,100

881,400

314,640

314,640

0

0

0

0

0

4,911,521

4,911,521

40,129

40,129

33,751,790

28,485,500

27,604,100

881,400

314,640

314,640

0

0

0

0

0

4,911,521

4,911,521

40,129

40,129

33,751,790

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

370,500

920,100

△ 549,600

△ 191,360

△ 191,360

△ 2,000

△ 2,000

△ 2,000

△ 1,000

△ 1,000

3,411,521

3,411,521

1,129

1,129

3,587,790

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出

済 額 と の 比 較

15,899,000

14,469,000

1,430,000

6,446,000

6,446,000

6,467,000

6,467,000

3,000

3,000

2,000

1,000

1,000

1,347,000

1,347,000

30,164,000

14,577,772

13,688,572

889,200

6,445,243

6,445,243

6,451,600

6,451,600

0

0

0

0

0

0

0

27,474,615

1,321,228

780,428

540,800

757

757

15,400

15,400

3,000

3,000

2,000

1,000

1,000

1,347,000

1,347,000

2,689,385

1,321,228

780,428

540,800

757

757

15,400

15,400

3,000

3,000

2,000

1,000

1,000

1,347,000

1,347,000

2,689,385

歳　　入　　合　　計

１手　数　料

２国保中央会

　出　資　金

３負　担　金

４繰　入　金

５繰　越　金

６諸　収　入

１負　担　金

１一般会計繰入金

２積立金繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

２電子証明書発行
　手数料受入金

１国保中央会
　交　付　金

１給 付 費 等
　支払手数料

１総 務 費

２国保中央会

  負　担　金

３積 立 金

４借入金償還金

５諸 支 出 金

６予 備 費

１支払管理費
２電子証明書発行
　手数料支出金

２償還金及び
　還付加算金

１国保中央会負担金

１積 立 金

１借入金償還金

１諸 支 出 金

１予 備 費
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（歳　入）

（歳　出）

（単位：円）

（単位：円）

（歳　入） （単位：円）

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　出　　　　合　　　計

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　出　　　　合　　　計

（歳　出） （単位：円）

（7-2）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務
            特別会計（障害介護給付費支払勘定）歳入歳出決算書

（7-3）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務
            特別会計（障害児施設給付費支払勘定）歳入歳出決算書

１障害介護給付費支出金

２借 入 金 償 還 金

３予 備 費

１障 害 介 護
　給付費受入金
２繰 越 金

３諸 収 入

４借 入 金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

１障 害 介 護
　給付費受入金

19,823,588,058
19,823,588,058

21,404
21,404

0
0
0
0

19,823,609,462

20,470,096,000
20,470,096,000

21,000
21,000
2,000
2,000
1,000
1,000

20,470,120,000

19,823,588,058
19,823,588,058

21,404
21,404

0
0
0
0

19,823,609,462

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 646,507,942
△ 646,507,942

404
404

△ 2,000
△ 2,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 646,510,538

１障害児施設
　給付費受入金
２繰 越 金

３諸 収 入

４借 入 金

１障害児施設
　給付費受入金

１繰 越 金

１諸 収 入

１借 入 金

1,598,422,000
1,598,422,000

1,000
1,000
2,000
2,000
1,000
1,000

1,598,426,000

1,527,061,884
1,527,061,884

0
0
0
0
0
0

1,527,061,884

0
0
0
0
0
0
0
0
0

1,527,061,884
1,527,061,884

0
0
0
0
0
0

1,527,061,884

0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 71,360,116
△ 71,360,116

△ 1,000
△ 1,000
△ 2,000
△ 2,000
△ 1,000
△ 1,000

△ 71,364,116

１障害介護給付費支出金

１借 入 金 償 還 金

１予 備 費

19,823,588,058
19,823,588,058

0
0
0
0

19,823,588,058

646,504,942
646,504,942

3,000
3,000
24,000
24,000

646,531,942

646,504,942
646,504,942

3,000
3,000
24,000
24,000

646,531,942

20,470,093,000
20,470,093,000

3,000
3,000
24,000
24,000

20,470,120,000

１障害児施設給付費
　支　　出　　金
２借 入 金 償 還 金

３予 備 費

１障害児施設給付費支出金

１借 入 金 償 還 金

１予 備 費

1,598,419,000
1,598,419,000

3,000
3,000
4,000
4,000

1,598,426,000

1,527,061,884
1,527,061,884

0
0
0
0

1,527,061,884

71,357,116
71,357,116

3,000
3,000
4,000
4,000

71,364,116

71,357,116
71,357,116

3,000
3,000
4,000
4,000

71,364,116

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

款 項 予 算 現 額 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算現額と収入
済額との比較
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（8）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済
　　  業務特別会計歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　   定　   額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

2,207,869,000

2,207,869,000

69,059,000

69,059,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

84,000

84,000

2,277,016,000

982,508,629

982,508,629

54,825,689

54,825,689

0

0

0

0

0

0

8,268,151

8,268,151

107,992

107,992

1,045,710,461

982,508,629

982,508,629

54,825,689

54,825,689

0

0

0

0

0

0

8,268,151

8,268,151

107,992

107,992

1,045,710,461

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 1,225,360,371

△ 1,225,360,371

△ 14,233,311

△ 14,233,311

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

△ 1,000

8,267,151

8,267,151

23,992

23,992

△ 1,231,305,539

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出
済 額 と の 比 較

51,483,000

51,483,000

2,207,869,000

2,207,869,000

16,248,000

16,248,000

9,000

9,000

1,407,000

1,407,000

2,277,016,000

45,505,309

45,505,309

982,508,629

982,508,629

16,160,200

16,160,200

3,495

3,495

0

0

1,044,177,633

5,977,691

5,977,691

1,225,360,371

1,225,360,371

87,800

87,800

5,505

5,505

1,407,000

1,407,000

1,232,838,367

5,977,691

5,977,691

1,225,360,371

1,225,360,371

87,800

87,800

5,505

5,505

1,407,000

1,407,000

1,232,838,367

歳　　入　　合　　計

１費 用 決 済

　業務受入金

２費用決済業務拠

　出金及び手数料

３国庫支出金

４県 支 出 金

５繰　入　金

６繰　越　金

７諸　収　入

１国庫補助金

１県 補 助 金

１他会計繰入金

１繰　越　金

１諸　収　入

１費用決済業務拠
　出金及び手数料

１費 用 決 済
　業務受入金

１特定健診保健

　指 導 費

２費用決済業務

　支 出 金

３積 立 金

４借入金償還金

５予 備 費

１業務管理費

１費用決済業務
　支 出 金

１積 立 金

１借入金償還金

１予 備 費
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（9）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入
         基金事業特別会計歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　  定　  額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

2,506,532,000

2,506,532,000

2,509,946,000

2,509,946,000

2,342,144,000

2,342,144,000

3,417,000

3,417,000

1,000

1,000

35,105,000

35,105,000

2,919,000

2,919,000

7,400,064,000

2,506,529,531

2,506,529,531

2,509,944,827

2,509,944,827

2,270,093,580

2,270,093,580

3,415,296

3,415,296

0

0

18,549,257

18,549,257

12,596,851

12,596,851

7,321,129,342

2,506,529,531

2,506,529,531

2,509,944,827

2,509,944,827

2,270,093,580

2,270,093,580

3,415,296

3,415,296

0

0

18,549,257

18,549,257

12,596,851

12,596,851

7,321,129,342

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 2,469

△ 2,469

△ 1,173

△ 1,173

△ 72,050,420

△ 72,050,420

△ 1,704

△ 1,704

△ 1,000

△ 1,000

△ 16,555,743

△ 16,555,743

9,677,851

9,677,851

△ 78,934,658

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出
済 額 と の 比 較

40,733,000

40,733,000

2,569,085,000

2,569,085,000

2,509,947,000

2,509,947,000

2,000

2,000

1,000

1,000

2,277,758,000

2,277,758,000

2,538,000

2,538,000

7,400,064,000

36,631,094

36,631,094

2,565,086,192

2,565,086,192

2,509,944,827

2,509,944,827

0

0

0

0

2,193,954,749

2,193,954,749

0

0

7,305,616,862

4,101,906

4,101,906

3,998,808

3,998,808

2,173

2,173

2,000

2,000

1,000

1,000

83,803,251

83,803,251

2,538,000

2,538,000

94,447,138

4,101,906

4,101,906

3,998,808

3,998,808

2,173

2,173

2,000

2,000

1,000

1,000

83,803,251

83,803,251

2,538,000

2,538,000

94,447,138

歳　　入　　合　　計

１国庫支出金

２特定資産収入

３預託金取崩収入

４特 定 資 産

　運 用 収 入

５借　入　金

６諸　収　入

７繰　越　金

１国庫交付金

１基金取崩収入

１預託金取崩収入

１基金運用収入

１借　入　金

１諸　収　入

１繰　越　金

１総 務 費

２事 業 費

３特定資産支出

４借入金償還金

５諸 支 出 金

６繰 出 金

７予 備 費

１総務管理費

１基金事業費

１基金繰入支出

１借入金償還金

１諸 支 出 金

１他会計繰出金

１予 備 費
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（10）平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金
          特別会計歳入歳出決算書

（単位：円）

（単位：円）（歳　出）

（歳　入）

款 項 予　算　現　額 調　  定　  額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

1,000

1,000

1,176,000

1,176,000

6,529,000

6,529,000

1,000

1,000

7,707,000

0

0

179,916

179,916

6,529,385

6,529,385

3,000

3,000

6,712,301

0

0

179,916

179,916

6,529,385

6,529,385

3,000

3,000

6,712,301

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 1,000

△ 1,000

△ 996,084

△ 996,084

385

385

2,000

2,000

△ 994,699

款

歳　　　出　　　合　　　計

項 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額
予算現額と支出

済 額 と の 比 較

6,100,000

6,100,000

251,000

251,000

1,356,000

1,356,000

7,707,000

0

0

94,207

94,207

0

0

94,207

6,100,000

6,100,000

156,793

156,793

1,356,000

1,356,000

7,612,793

6,100,000

6,100,000

156,793

156,793

1,356,000

1,356,000

7,612,793

歳　　入　　合　　計

１積立金運用金

２貸付金償還金

３繰　越　金

４諸　収　入

１積立金運用金

１貸付金償還金

１繰　越　金

１諸　収　入

１貸 付 金

２運用金返還金

３予 備 費

１貸 付 金

１返 還 金

１予 備 費
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被保険者数の推移（全国）
平成23年5月末現在

被保険者数の推移（栃木県）

療養の給付等確定件数の推移（全国）

療養の給付等確定件数の推移（栃木県）

療養の給付等確定費用額の推移（全国）

療養の給付等確定費用額の推移（栃木県）

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者数・療養の給付等件数・費用額の全国と栃木県の推移

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

国保一般　　国保退職　　後期高齢者医療

※全国値については、厚生労働省発表の「国民健康保険事業年報･月報」より抽出。
※栃木県値については、「国民健康保険事業状況報告書(事業年報)」より抽出。
※グラフのパーセンテージは全体を100とした構成比の割合を示している。

平成17年度

60,000

40,000

20,000

0

1,000

500

0

1000,000

500,000

0

25,000,000
20,000,000
15,000,000
10,000,000
5,000,000

0

400,000
300,000
200,000
100,000

0

15,000

10,000

5,000

0

（千人）

（千人）

（千件）

（千件）

（百万円）

（百万円）

平成18年度

平成17年度 平成18年度

7,644

28,796

21.10%21.10% 22.83%22.83% 24.21%24.21%20.98%

79.02%

8,349

28,429

22.70%

77.30%

平成19年度

平成19年度

8,870

27,857

24.15%

75.85%

平成20年度

平成20年度 平成21年度

2,3642,3642,364
13,45813,458 13,89413,89413,458

33,832

4.76%

68.14%

27.10%
36,440 36,778 36,728 49,654

平成21年度

1,8671,8671,867

34,164

13,894
3.74%
27.83%

68.43%

49,925

219219
343434

576

219
4.09%
26.38%

69.53%

101101101

532

15.92%
84.08%

110110110
524

17.31%
82.69%

118118118

508

18.81%

81.19%
3636
213213
36
213

574
4.42%
25.91%

69.67%

633 633 626
824 829

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

384,154384,154
30,04130,04130,041

481,253

384,154
3.35%
42.90%

53.74%

101101
148,837
305,902

32.73%
67.27%

167,466
310,958

35.00%
65.00%

118118
183,162
317,750

36.57%
63.43%

45,26145,261
335,953335,953
45,261
335,953

460,311
5.38%
39.92%

54.70%

454,739 478,423 500,912
841,525 895,447

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

5,4345,434
560560560

7,277

5,434
4.22%
40.94%

54.84%

1011011,869

5,159

26.59%

73.41%

2,098

5,281

28.43%

71.57%

1181182,340

5,353

30.42%

69.58%

660660
4,7734,773
660
4,773

7,066
5.28%
38.19%

56.53%

7,028 7,379 7,693
12,499 13,271

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

629,931629,931629,931
9,703,214

11,859,14411,859,14411,859,144
3.35%
53.44%

43.72%
2,928,341

6,015,484

32.73%

67.26%

3,225,610

6,047,155

35.00%

65.21%

3,573,987

6,274,413

36.57%

63.71%
919,323919,323 4.42%4.42%919,323

10,381,88410,381,88410,381,884

9,112,283
5.38%

50.86%

44.64%

8,943,826 9,272,764 9,848,400
20,413,490 22,192,289

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

11,52711,527
163,829163,829

3.63%3.63%
51.58%51.58%

44.79%44.79%
11,527
142,251

163,829
3.63%
51.58%

44.79%
36,45036,45036,450

101,441

26.43%
73.57%

40,06040,06040,060

102,843
28.03%
71.97%

44,86144,86144,861

105,438

29.85%

70.15%
13,00413,004
142,440142,440
13,004
142,440

137,532
4.44%
48.62%

46.94%

137,891 142,903 150,299
292,976 317,606
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0
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80,000

100,000
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1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

5,000,000

6,000,000

7,000,000

50,000
60,000
70,000
80,000
90,000
100,000

介護保険認定者数と受給者数の推移（全国：年平均）

介護保険認定者数と受給者数の推移（栃木県：年平均）

介護給付費請求明細書件数の推移（全国）

介護給付費請求明細書件数の推移（栃木県）

介護保険給付額の推移（全国）

介護保険給付額の推移（栃木県）

介護保険認定者、受給者及び件数、費用額の全国と栃木県の推移

107%

101% 102% 105% 105%

108%

102% 102%
104%

105%

104% 101%
105% 104%

107%

104%
102% 105% 106%

108%

平成17年度

5,000
4,000
3,000
2,000
1,000
0

110％

100％

（千人）

（千件）

4,304
3,374

4,469
3,496

4,551
3,613

4,692
3,762

4,849
3,920

97,795 98,380 100,832
105,625

110,892

受給者数認定者数

件数 対前年度比（件数）

※全国値については、国民健康保険中央会統計資料による。
※認定者数、受給者数、明細書件数、保険給付額は、それぞれ記載の単位未満で四捨五入している。
※認定者数については、国保連合会受給者台帳に登録された人数である。
※受給者数及び保険給付額については、現物給付分のみの集計値である。

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

110％
108％
106％
104％
102％
100％

（千件）

1,275 1,297 1,326
1,384

1,449

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

108％
106％
104％
102％
100％

（百万円）

5,699,038
5,755,654

6,037,314 6,289,647
6,746,925

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

110％
108％
106％
104％
102％
100％

（百万円）

73,896 75,359 79,454 83,987
90,718

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平成17年度

（千人）

57
44

60
46

61
48

63
50

65
53

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

受給者数認定者数

件数 対前年度比（件数）

保険給付額 対前年度比（保険給付額）

保険給付額 対前年度比（保険給付額）
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野
木
町
は
、
栃
木
県
の
最
南
端
に
あ
り
、

恵
ま
れ
た
利
便
性
の
高
い
立
地
条
件
か
ら
、

今
後
さ
ら
に
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
町

で
す
。

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
住
宅
街
が
程
よ

く
調
和
し
て
、
住
み
や
す
い
町
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
首
都
、
東
京
ま
で
は
六
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
野
木
都
民
と
い
わ
れ
る

東
京
方
面
に
通
勤
す
る
人
た
ち
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

気
候
は
温
暖
、
土
地
は
平
坦
肥
沃
で
、

米
麦
、
果
樹
、
施
設
園
芸
の
農
業
が
盛
ん

で
、
特
に
ト
マ
ト
の
生
産
農
家
で
は
後
継

者
も
育
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
二
つ
の
工
業
団
地
も
あ
り
、
強
い

財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
木
町
で
は
、
地
域
の
連
帯
感
の
向
上

と
、
花
を
活
用
し
た
景
観
形
成
を
目
指
す

た
め
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
で
運
動

が
拡
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
の
誇
り
で
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

の
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
は
、
明
治
二
十
三

年
に
造
ら
れ
た
初
期
ホ
フ
マ
ン
式
煉
瓦
窯

で
、
十
六
角
形
の
優
美
な
姿
は
全
国
的
に

も
貴
重
な
産
業
遺
産
で
す
。

現
在
、
町
で
は
基
金
を
立
ち
上
げ
、
自

発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
と
共
に
煉
瓦
窯
の
修
復
や
、
活
用
に
向

け
て
官
民
一
体
の
事
業
展
開
を
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
長
の
小
林
敏
郎
氏
は
、
過
去
に
町
議

会
議
員
を
四
期
努
め
、
そ
の
間
に
は
町
議

会
議
長
を
始
め
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
野
木
町
の
商
工
会

長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
運
営
協
議
会
長
に
は
、
平

成
十
七
年
五
月
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
豊
か
な
知
識
と
、
幅
広

い
経
験
を
生
か
さ
れ
、
本
町
の
国
民
健
康

保
険
の
健
全
な
運
営
を
資
す
る
た
め
に
ご

努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

野
木
町
の
国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
年
々
増
大
す
る
医
療
費
や
、
国

民
健
康
保
険
税
の
収
納
に
大
変
厳
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

会
長
は
、
温
厚
な
人
柄
と
豊
富
な
識
見

や
経
験
を
も
と
に
、
国
保
行
政
の
安
定
し

た
運
営
を
図
る
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
、
健
康
に
は
充
分
留
意
さ
れ
、

手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
健

康
保
険
の
安
定
運
営
を
通
し
て
、
町
民
が

快
適
な
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康

で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

野木町
小　林　敏　郎

会
長
の一言

健康は国保から
　健康は皆の願いである。お医者さんにお世話になっても
健康を願います。長寿社会の誕生です。
　その源は国保があるからです。いかに私達が国保に頼っ
ているかです。
　貴重な税金を使わせておりますが、私達の納める国保税
で運営してます。大切に利用しましょう。
　日頃自らの健康管理も大事ですね。
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は
て
、
私
の
健
康
法
っ
て
何
だ
ろ
う
？

今
は
、
こ
れ
と
言
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
も
し
て

い
な
い
し
、
食
生
活
も
何
も
考
え
ず
出
さ

れ
た
も
の
を
食
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

生
活
で
自
分
は
本
当
に
健
康
に
注
意
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
健
康
増
進

課
長
と
し
て
良
く
な
い
ぞ
・
・
・

先
日
、
人
間
ド
ッ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。「
こ
の
腹
回
り
で
す
と
メ
タ
ボ
で
す

ね
！
」
言
わ
れ
る
こ
と
は
予
想
し
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
よ
し
、
明
日

か
ら
頑
張
っ
て
「
や
せ

る
ぞ
」
と
毎
年
考
え

ま
す
が
、
誘
惑
に
負

け
て
直
ぐ
に
挫
折
し

て
し
ま
い
ま
す
。

今
の
職
場
は
今
年

の
４
月
か
ら
で
、
そ
の

前
は
高
齢
者
福
祉
の
職
場

に
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た

こ
と
で
す
が
、
歳
を
重
ね
て
か

ら
の
健
康
維
持
は
非
常
に

難
し
く
、
若
い
頃
か
ら

の
心
構
え
が
、
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
私
で

す
が
、
毎
日
続
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
の
私
の
唯
一
の

健
康
法
と
言
え
る

「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
の
早

朝
散
歩
」
で
す
。
冬
の

寒
い
と
き
は
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
朝

の
清
々
し
い
空
気
の

中
、
朝
早
く
か
ら
何

も
考
え
ず
歩
く
こ
と

は
、
心
も
体
も
癒
さ
れ

ま
す
。
運
動
量
と
し
て
は
今

一
つ
で
す
が
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
、
最
高
の
時
間

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
趣
味
は
「
旅
行
と

ス
キ
ー
」
で
す
。
今
は

殆
ど
ご
無
沙
汰
で
す

が
、
若
い
頃
（
特
に

結
婚
前
）
に
は
、
給

料
の
大
半
を
旅
行
に
費

や
し
、
そ
し
て
冬
は
ス

キ
ー
と
い
う
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

現
実
と
い
う
日
常
生

活
か
ら
逃
れ
、
仕
事
の

こ
と
家
庭
の
こ
と
な
ど

を
忘
れ
、
そ
の
こ
と

だ
け
に
没
頭
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

少
し
飲
み
過
ぎ
て
不
健

康
な
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
考
え
る
と
、
こ
の
こ

と
が
私
の
ス
ト
レ
ス
発
散
で
あ

矢板市健康増進課

課 長 石 田 　 巌

 
健
康
は
歩
く
こ
と
か
ら

私の趣味と
健康法

り
、
元
気
の
源
で
あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

所
帯
を
持
っ
て
か
ら
は
、
妻
の
愛
に
溺

れ
て
？
趣
味
を
活
か
す
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
始
め
た
の

が
、
自
分
の
足
を
使
う
こ
と
、
歩
く
こ
と

で
し
た
。
職
場
へ
の
徒
歩
通
勤
は
勿
論
の

こ
と
、
階
段
で
の
昇
り
降
り
、
宴
会
の
後

の
徒
歩
帰
宅
（
別
の
意
味
も
あ
る
か
な
）

な
ど
で
あ
り
、「
早
朝
散
歩
」
も
そ
の
内
の

一
つ
で
す
。

私
も
あ
と
数
年
で
退
職
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

生
き
が
い
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も
健
康
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
趣

味
を
活
か
し
、
ま

た
身
近
に
あ
る
簡
単

な
健
康
法
を
見
つ
け
、

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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日
光
市
の
誕
生
と
歴
史

日
光
市
は
、
平
成
18
年
３
月
20
日
に
旧

今
市
市
、
旧
日
光
市
、
旧
藤
原
町
、
旧
足

尾
町
、
旧
栗
山
村
の
２
市
２
町
１
村
の
合

併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
２
市
２

町
１
村
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
貴
重
な

歴
史
的
・
文
化
的
財
産
、
随
所
に
湧
出
す

る
豊
富
な
温
泉
な
ど
、
恵
ま
れ
た
観
光
資

源
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

８
世
紀
末
に
勝
道
上
人
に
よ
る
日
光
開

山
以
後
、
山
岳
信
仰
の
聖
地
と
し
て
崇
拝

さ
れ
て
き
た
日
光
に
17
世
紀
初
頭
に
徳
川

家
康
公
の
霊
廟
で
あ
る
東
照
宮
が
建
立
さ

れ
た
後
、
旧
今
市
市
は
、
日
光
街
道
・
例

弊
使
街
道
・
会
津
西
街
道
の
結
節
点
の
宿

場
町
と
し
て
、
旧
日
光
市
は
二
社
一
寺
の

門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
旧
藤
原
町
は
、
17
世
紀
末
に
鬼
怒
川

温
泉
が
、
18
世
紀
初
頭
に
は
川
治
温
泉
が

発
見
さ
れ
、
日
本
有
数
の
温
泉
保
養
地
と

し
て
も
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

日 光 市第94回

日光市役所本庁舎

日
光
市
は
、
栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
北
部
は
福
島
県
、
西
部
は
群
馬
県
、

南
部
は
鹿
沼
市
、
東
部
は
那
須
町
、
塩
谷

町
、
宇
都
宮
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
日
光

火
山
群
と
鬼
怒
川
上
流
域
、
大
谷
川
流
域

等
に
広
が
る
区
域
の
総
面
積
は
、
１，
４
４

９
・
８
７
k㎡
で
、
県
全
体
の
約
４
分
の
１

を
占
め
て
お
り
、
標
高
２
０
０
ｍ
程
度
の

平
坦
地
域
（
市
街
地
）
か
ら
２，
０
０
０
ｍ

を
越
す
山
岳
地
域
と
い
っ
た
大
き
な
起
伏

を
も
つ
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
光
国

立
公
園
地
域
を
中
心
と
す
る
山
間
部
の
多

く
は
、
水
源
か
ん
養
や
自
然
環
境
の
保
全

等
の
機
能
を
担
う
振
興
山
村
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
部
地
域
は
水
源
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
候
は
、
内
陸
性
気
候
に
属
し
、
年
平

均
気
温
は
12
度
程
度
、
山
間
部
で
は
７
度

程
度
で
あ
り
、
夏
季
は
比
較
的
涼
し
く
、

冬
季
は
氷
点
下
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
四

季
折
々
の
寒
暖
の
差
が
激
し
い
自
然
景
観

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

 　　突撃ルポ 保険者みてある
記

　突撃ルポ 保険者みてある
記

第94回
日光市

〜 

魅
力
あ
る
国
際
観
光

魅
力
あ
る
国
際
観
光

　
　
　
　

文
化
都
市
の
創
造
〜

　
　
　
　

文
化
都
市
の
創
造
〜

〜 

魅
力
あ
る
国
際
観
光

　
　
　
　

文
化
都
市
の
創
造
〜

日光市

宇都宮市
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日 光 市第94回

市
独
自
の
国
保
滞
納
へ
の
救
済

平
成
22
年
７
月
の
改
正
国
保
法
に
よ
り
、

世
帯
主
が
特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
料

（
税
）
を
滞
納
し
て
い
る
短
期
被
保
険
者

証
・
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
世
代
以
下
の
子
ど
も
に
対
し
６
ヶ

月
有
効
の
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
独
自
の
救
済
措
置

と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
よ
り
、
国
保
税

滞
納
世
帯
に
お
け
る
高
校
生
世
代
以
下
の

子
ど
も
に
正
規
の
被
保
険
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
適
正
な
交
付

収
税
課
と
の
連
携
を
密
に
と
り
、
被
保

険
者
の
現
状
況
、
課
税
や
徴
収
に
関
す
る

状
況
等
を
独
自
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
適
正
な
正
規
・
短
期
被

保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
使
用
の
た
め
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
知
識
及
び
国
保
税
に

関
す
る
知
識
の
習
得
を
図
る
べ
く
、
内
部

で
の
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

医
療
費
分
析
に
基
づ
く
保
健
事
業
を
実
施

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
及
び
国
保
連
合
会
に

て
作
成
し
て
い
る
「
目
で
見
る
栃
木
県
の

医
療
費
状
況
」
等
を
活
用
し
た
医
療
費
分

ま
た
、
旧
足
尾
町
は
、
17
世
紀
初
頭
に

銅
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
日
本
を
代
表
す
る
銅

山
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

旧
栗
山
村
は
、
平
家
の
落
人
に
よ
り
集
落

が
築
か
れ
た
と
も
言
わ
れ
平
家
杉
や
平
家

塚
な
ど
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

湯
西
川
や
鬼
怒
川
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る

温
泉
保
養
地
と
し
て
も
栄
え
て
き
ま
し
た
。

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い

て
は
衛
生
部
門
の
専
門
職
に
提
供
し
、
各

種
保
健
事
業
の
企
画
・
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
医
療
費
分
析
よ
り

国
保
で
受
診
が
多
い
疾
病
の
２
位
に
歯
周

病
が
位
置
し
て
お
り
、
歯
周
病
と
同
時
に

生
活
習
慣
病
を
治
療
し
て
い
る
割
合
が

34
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
結
果
と
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
歯
周
病
と
生
活
習
慣
病
の

関
連
が
あ
る
と
い
う
最
近
の
研
究
結
果
よ

り
、
平
成
23
年
度
よ
り
18
歳
以
上
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
医
療
機
関
で
の
個
別
歯

科
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
・
特
定
保
健
指
導
実

施
率
の
向
上
に
向
け
て

特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策
と
し
て
、

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
受
診
に
お
い
て
は
、
対
象

者
へ
受
診
申
込
み
を
年
度
初
め
に
発
送
し

て
い
ま
す
が
、
受
診
申
込
み
が
な
く
人
間

ド
ッ
ク
未
受
診
の
方
に
対
し
、
受
診
券
を

送
付
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
平

成
22
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
33
・

７
％
と
前
年
度
比
5.3
％
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
従

来
の
集
団
方
式
に
加
え
、
未
実
施
者
宅
へ

の
訪
問
を
行
い
、
実
施
率
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

日光市の市章
日光市に頭文字「Ｎ」を円形
に５つ配し５市町村をイメー
ジしている。
日光が輝く様で、「ひかりの郷」
を描いており、花の様で「四
季」、動きで「風」を表し、都
市の躍進と発展を願いました。

保
険
年
金
課（
国
保
係
）

保
険
年
金
課
に
は
、
国
保
係
と
後
期
高

齢
者
医
療
係
の
２
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。

国
保
係
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
資
格
に
関
す
る
業
務
（
資
格
得
喪
・

変
更
、
被
保
険
者
証
発
行
、
保
険
給
付
）、

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
、

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
関
す

る
業
務
、
レ
セ
プ
ト
の
収
受
・
点
検
・
補

完
に
関
す
る
業
務
、
国
保
栗
山
診
療
所
に

関
す
る
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
事
業
へ
の
取
り
組
み

高
額
療
養
費
支
給
申
請

手
続
き
を
簡
素
化

〜
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方
式
の
導
入
〜

申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
手
続
き
の
簡
素

化
を
図
る
べ
く
、
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方

式
（
※
）
を
平
成
23
年
７
月
よ
り
導
入
し

て
い
ま
す
。

※
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方
式
…
被
保
険

者
か
ら
の
申
請
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

被
保
険
者
番
号
、
被
保
険
者
名
、
受

診
医
療
機
関
、
支
給
予
定
額
等
の
必

要
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
記
載
し
た
支

給
申
請
書
を
被
保
険
者
に
送
付
・
通

知
し
、
被
保
険
者
は
給
付
金
の
振
込

先
等
の
記
入
・
押
印
だ
け
行
い
保
険

者
へ
返
送
す
る
。

　 　項　　目

総人口 91,113人

総世帯数 36,203世帯

国保加入世帯者数 16,045世帯

国保被保険者数 28,573人

国保被保険者加入率 31.36%

被保険者の加入状況

（平成 23年 4月末現在）
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付
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納
税

相
談
も
な
く
滞
納
す
る
と
、
市
は
差
押
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
と
し
、
納
期
内
納

付
を
広
報
誌
で
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
の
平
成
22
年
度
現
年
度
分
の

国
保
税
収
納
率
は
、
82
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
よ
り
1.1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
お
り
ま
す
が
、
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て

は
、
20
・
５
％
で
、
前
年
度
よ
り
1.7
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
収

納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
の
周
知
・
口
座
振
替
キ
ャ
ン

ペ
ー
　

ン
・
市
税
等
滞
納
処
理
対
策
本
部
の

設
置
・
滞
納
者
に
対
す
る
財
産
調
査
・
差

押
・
換
価
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
新
規
で
口
座
振
替
を
申
し

込
む
と
か
た
く
り
の
湯
・
日
光
温
泉
・
や

し
お
の
湯
な
ど
日
光
市
内
12
の
対
象
施
設

の
無
料
券
を
配
布
し
、
口
座
振
替
か
ら
の

収
納
率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
は
特
に
、
栃

木
県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
と
協
働
で
、

現
年
度
課
税
を
中
心
に
４
半
期
毎
に
強
化

月
間
を
設
け
、
現
年
度
の
徴
収
率
ア
ッ
プ

を
図
る
と
と
も
に
、
早
期
の
実
態
調
査
及

び
財
産
調
査
等
を
行
な
い
新
規
滞
納
へ
の

早
期
着
手
に
務
め
、
新
た
な
滞
納
者
を
作

ら
な
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

税
金
が
高
額
に
な
る
と
納
め
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
法
と
し
て
、

早
め
の
納
税
指
導
や
財
産
調
査
を
実
施
し
、

さ
ら
に
滞
納
者
の
生
活
状
況
を
確
認
す
る

た
め
臨
宅
し
、
滞
納
額
が
小
額
な
う
ち
に

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
更
な
る
収
納
率
向
上
対
策
と
し

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
考
慮
し
、
そ
の
実

施
に
向
け
て
現
在
、
課
内
で
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
景
気
低
迷
に

よ
り
、
離
職
者
が
増
え
国
民
健
康
保
険
へ

の
加
入
者
が
増
加
し
、
離
職
に
よ
り
生
活

が
困
窮
し
小
額
の
滞
納
世
帯
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
新
規
の
滞
納
者
に
催
告
書

を
送
付
し
て
も
応
じ
な
い
世
帯
が
多
い
た

め
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
滞
納
世
帯
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
臨
戸
訪
問
を
実
施
し

て
納
税
相
談
の
機
会
を
増
や
し
収
納
率
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
課

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
課
に
は
、
健
康
推
進
係
、
母
子
健

康
係
、
成
人
健
康
係
の
３
係
が
あ
り
、
職

員
34
名
（
保
健
師
24
名
、
看
護
師
１
名
、

管
理
栄
養
士
３
名
、
事
務
職
６
名
）、
嘱
託

職
員
８
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
っ
こ
う
21
計
画

〜
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

『
納
得
！
継
続
！
健
康
生
活
！
　
身
に

つ
け
よ
う
望
ま
し
い
健
康
生
活
』

国
、
県
と
同
様
に
、
日
光
市
に
お
い
て

納
税
の
お
礼
と
と
も
に
保
健
事
業
を
案
内

国
保
税
の
完
納
者
の
方
へ
、
納
付
の
お

礼
と
と
も
に
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
保
健
事
業
の
案
内
を
同
封
し
、
健

診
の
受
診
勧
奨
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収
税
課

日
光
市
収
税
課
は
現
在
、
職
員
17
名
、

嘱
託
徴
収
員
５
名
で
、
職
員
の
う
ち
１
名

は
県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
に
派
遣
と

な
っ
て
い
ま
す
。
〜
あ
な
た
の
税
が
未
来

を
拓
く
〜
と
し
て
、
市
民
の
自
主
的
な
納
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も
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
脳
卒
中
・
心

臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
認

知
症
・
寝
た
き
り
等
の
要
介
護
状
態
に
な

る
人
が
増
加
し
、
医
療
費
や
介
護
負
担
の

増
大
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
２
市
２
町

１
村
で
展
開
し
て
き
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
生
か
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
る

た
め
「
健
康
に
っ
こ
う
21
計
画
」
を
平
成

20
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
で
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」「
壮

年
期
死
亡
の
減
少
」「
生
活
の
質
の
維
持
・

向
上
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
立
て
る
と

と
も
に
「
栄
養
・
食
生
活
」「
身
体
活
動
・

運
動
」「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

「
喫
煙
」「
飲
酒
」「
歯
の
健
康
」「
糖
尿
病
」

「
脳
卒
中
・
心
臓
病
」「
が
ん
」

の
９
つ
の
領
域
の
健
康
目
標

を
た
て
、
領
域
ご
と
に
担
当

部
会
を
設
置
し
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
光
市
の
国
民
健
康
保
険

の
医
療
費
の
状
況
を
み
る

と
、
医
療
費
合
計
の
約
４
割

を
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
性

疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
、
糖

尿
病
、
脳
梗
塞
、
腎
疾
患
等
）

が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
の
5.5
％
を
糖
尿
病
が

占
め
て
お
り
、
県
内
で
比
較

す
る
と
ワ
ー
ス
ト
８
位
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運

動
や
食
事
等
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
関
連
し
て
い
る
「
糖

尿
病
予
防
」
に
着
目
し
、
重

点
的
に
取
り
組
む
項
目
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

「
に
っ
こ
う
の
び
の
び
体
操
」
の
普
及

「
に
っ
こ
う
の
び
の
び
体
操
」
は
、「
健
康

に
っ
こ
う
21
計
画
」
に
基
づ
く
計
画
の
一

つ
と
し
て
①
生
活
習
慣
病
の
予
防
②
運
動

習
慣
の
定
着
③
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
22
年
２
月
に
創
作
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
体
操
は
、
日
光
和
楽
踊
り

の
音
楽
を
取
り
入
れ
、
立
っ
た
ま
ま
又
は

座
っ
た
ま
ま
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
体
操
の
普
及
啓
発
に
向
け
て
講
習

会
等
を
開
催
し
て
お
り
、
受
講
修
了
者
の

方
々
を
「
の
び
の
び
隊
」
と
称
し
、
普
及

活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
体
操
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
介
護
施
設
及
び
自
治

会
等
に
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

各
種
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

特
定
健
診
結
果
に
お
い
て
、
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
が
５
・
２
以
上
と
高
め
の
方

を
対
象
と
し
た
「
健
康
づ
く
り
応
援
教
室
」

女
性
の
健
康
づ
く
り
の
動
機
付
け
を
目
的

に
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性
を
対
象
と
し

た
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
講
座
」
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
及
び
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
の
高
い
ハ
イ
リ
ス
ク

の
方
を
対
象
と
し
た
「
か
ら
だ
改
善
教
室
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
条
例
を
制
定

最
近
の
研
究
に
よ
り
、
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
が
、
脳
血
管
疾
患
や
虚
血
性
心

疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防

に
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
市
民
や
歯
科
医
師
等
、
市

の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
た
条
例
を
平

成
23
年
７
月
１
日
に
制
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
歯
科
保

健
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
支
援

昨
今
の
少
子
高
齢
化
や
各
人
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
変
化
に
応
じ
た
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
生
き
生
き
と
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
及
び
そ

の
環
境
づ
く
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「のびのび体操」講習会

日 光 市第94回
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１．
個
人
の
医
療
費
と
保
険
者
全
体
の

医
療
費

さ
て
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
デ
ー

タ
の
事
業
評
価
お
よ
び
計
画
策
定
へ
の
活

用
に
つ
い
て
の
話
の
第
２
回
目
で
す
。

前
回
、
滋
賀
県
７
町
１
村
（
当
時
）
在

住
の
国
保
加
入
者
（
40
〜
69
歳
）
約
４
５

０
０
人
を
10
年
間
追
跡
し
た
結
果
、
男
性

で
は
、
正
常
血
圧
者
（
最
大
血
圧
120
mmHg
未

満
か
つ
最
少
血
圧
80
mmHg
未
満
）
の
月
平
均

医
療
費
が
約
１
万
５
千
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
重
症
高
血
圧
者
（
ス
テ
ー
ジ
２
高
血

圧：
最
大
血
圧
160
mmHg
以
上
ま
た
は
最
少
血

圧
100
mmHg
以
上
）
の
月
平
均
医
療
費
は
約
４

万
５
千
円
だ
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
を
聞
く
と
「
さ
あ
重
症
高

血
圧
対
策
が
必
要
だ
」
と
い
う
話
に
な
り

ま
す
が
、
話
は
そ
ん
な
に
単
純
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

図
１
を
見
て
く
だ
さ
い
。
左
半
分
は
前

回
の
図
３
と
同
じ
で
血
圧
区
分
別
の
一
人

あ
た
り
の
月
平
均
総
医
療
費
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
各
棒
グ
ラ
フ
の
右
端
に
色
を
変

え
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
血
圧
区
分
（
正
式
な
分

類
は
前
回
の
図
２
を
参
照
）
に
お
い
て
、

正
常
血
圧
と
比
べ
て
一
人
あ
た
り
ど
れ
だ

け
余
分
に
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
か
を

示
し
て
い
ま
す
（
一
人
あ
た
り
過
剰
医
療

費
）。
も
し
全
員
が
正
常
血
圧
だ
っ
た
と
す

る
と
こ
の
部
分
の
医
療
費
は
か
か
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
見
て
ほ
し

い
の
は
各
グ
ル
ー
プ
の
人
数
で
す
。
高
血

圧
前
症
は
男
性
８
５
８
人
、
女
性
１，
１
３

５
人
、
ス
テ
ー
ジ
１
は
男
性
４
５
０
人
、

女
性
５
２
７
人
、
ス
テ
ー
ジ
２
だ
と
男
女

と
も
１
６
４
人
ず
つ
で
す
。
単
純
な
考
え

教授　岡 村 智 教
慶應義塾大学医学部　衛生学公衆衛生学

特 別 寄 稿

生活習慣病予防・医療費適正化に向けた
特定健診・特定保健指導データの活用

第第2回第2回

方
で
す
が
、
各
血
圧
区
分
の
「
一
人
あ
た

り
過
剰
医
療
費
」
に
そ
の
血
圧
区
分
に
属

す
る
人
数
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
各

血
圧
区
分
に
よ
っ
て
増
加
し
た
医
療
費
の

合
計
が
求
め
ら
れ
全
医
療
費
に
占
め
る
割

合
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

を
示
し
た
の
が
上
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。
内

訳
は
、
高
血
圧
前
症
が
9.5
％
、
ス
テ
ー
ジ

１
は
６
％
、
ス
テ
ー
ジ
２
は
８
％
で
し
た
。

こ
の
合
計
は
23
・
５
％
で
、
逆
に
言

う
と
全
員
が
正
常
血
圧
だ
と
医
療

費
は
約
４
分
の
１
減
少
す
る
と
推

測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
棒
グ
ラ

フ
（
個
人
の
過
剰
医
療
費
）
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
２
の
医
療
費
が
と
て
も

高
く
見
え
ま
す
が
、
円
グ
ラ
フ

（
集
団
全
体
の
過
剰
医
療
費
）
で
は
、

高
血
圧
前
症
の
医
療
費
の
ほ
う
が

ス
テ
ー
ジ
２
よ
り
も
多
く
、
ス
テ

ー
ジ
２
の
重
症
高
血
圧
だ
け
を
減

ら
し
て
も
集
団
（
保
険
者
）
全
体

の
医
療
費
へ
の
影
響
は
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
者
全
体
の

医
療
費
を
分
析
す
る
際
に
、
重
症

者
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
要
す
る
に
少
な
い
医
療

費
で
も
た
く
さ
ん
の
人
数
が
い
る

と
過
剰
医
療
費
の
原
因
と
な
る
わ

図１．国保医療費全体に占める高血圧関連医療費
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け
で
す
。
医
療
費
の
適
正
化
を
考
え
て
い

く
際
に
こ
の
過
剰
医
療
費
の
概
念
は
非
常

に
重
要
で
す
。
す
な
わ
ち
有
所
見
者
一
人

ひ
と
り
の
医
療
費
の
高
低
だ
け
で
な
く
、

必
ず
有
所
見
者
の
人
数
を
見
て
お
く
べ
き

な
の
で
す
。
少
数
の
重
症
者
を
呼
ん
で
徹

底
的
に
保
健
指
導
す
る
と
い
う
や
り
方
は

一
見
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
大
勢
い

る
軽
症
な
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
仕
組
み

も
作
っ
て
お
か
な
い
と
、
医
療
費
の
適
正

化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

２．
高
血
圧
者
の
医
療
費
が
高
い
の
は

な
ぜ
か
？

で
は
高
血
圧
者
の
医
療
費
増
加
の
主
な

原
因
は
高
血
圧
の
内
服
治
療
（
降
圧
治
療
）

な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
も
ち
ろ
ん
そ
の
影

響
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
ま
ず
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
何
の
た
め
に

降
圧
治
療
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
通
常
、
高
血
圧
は
何
の
自
覚
症
状

も
な
い
し
、
血
圧
が
高
く
て
も
日
常
生
活

に
は
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に

な
ぜ
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に
薬
を
使
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
図
２
は
国
立
循

環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
健
診
を
受
け
た
約
５

５
０
０
人
を
12
年
間
追
跡
し
た
結
果
で
す
。

健
診
受
診
時
に
は
み
ん
な
自
覚
症
状
も
な

く
元
気
だ
っ
た
人
達
で
す
が
、
そ
の
後
の

10
年
以
上
の
歳
月
の
中
で
当
初
の
血
圧
が

高
い
人
ほ
ど
脳
卒
中
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
心
筋

梗
塞
の
発
症
を
見
て
も
同
じ
で
し
た
。
心

筋
梗
塞
を
含
む
心
臓
病
と
脳
卒
中
と
は
日

本
人
の
死
亡
原
因
の
第
２
位
、
３
位
を
占

め
て
お
り
、
合
わ
せ
る
と
悪
性
新
生
物

（
が
ん
）
に
匹
敵
し
ま
す
。
血
圧
を
健
診
で

測
っ
た
り
、
降
圧
治
療
を
行
っ
た
り
す
る

最
大
の
理
由
は
こ
れ
ら
の
病
気

を
予
防
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
医
療
費
の
点
か
ら
見
て
も

こ
れ
ら
の
病
気
は
救
急
治
療
の

対
象
と
な
り
、
救
命
治
療
や
入

院
で
多
額
の
医
療
費
が
か
か
り

ま
す
。
つ
ま
り
高
血
圧
の
外
来

医
療
費
に
は
心
臓
病
や
脳
卒
中

の
予
防
費
用
も
含
ま
れ
て
お
り
、

長
期
間
の
追
跡
デ
ー
タ
で
高
血

圧
者
の
医
療
費
が
高
い
の
は
、

そ
の
間
に
高
血
圧
の
た
め
に
心

臓
病
や
脳
卒
中
を
発
症
し
て
い

る
人
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
す
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い

の
は
、
特
定
健
診
な
ど
保
健
事

業
の
根
源
的
な
目
的
は
病
気
を

予
防
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
ず

生
命
を
脅
か
し
た
り
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
す
る
よ
う
な
病
気
の
予
防
こ
そ
優
先
さ

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

そ
の
結
果
と
し
て
医
療
費
が
抑
え
ら
れ
れ

ば
い
い
と
い
う
の
が
自
然
な
考
え
で
す
。

経
済
学
的
観
点
か
ら
は
別
の
主
張
を
さ
れ

る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
治
療

を
受
け
ら
れ
ず
家
で
即
死
す
る
人
が
増
え

た
の
で
医
療
費
が
減
っ
た
」
と
い
う
方
向

の
医
療
費
適
正
化
を
容
認
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
あ
る
要
因
（
例：

高
血
圧
）
と
医
療
費
の
関
連
を
長
期
的
に

見
る
際
に
は
、
死
亡
率
や
入
院
率
も
同
時

に
見
て
お
く
べ
き
な
の
で
す
。
も
し
医
療

費
、
入
院
率
、
死
亡
率
の
す
べ
て
を
上
昇

さ
せ
て
い
る
要
因
が
あ
れ
ば
、
そ
の
対
策

を
実
施
す
れ
ば
す
べ
て
が
良
い
方
向
に
動

く
と
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。
図
３
に
図
１

で
示
し
た
血
圧
と
医
療
費
の
分
析
に
お
け

る
血
圧
区
分
と
入
院
率
、
死
亡
率
の
関
連

図2.血圧区分と脳卒中発症：吹田研究

図3.血圧区分と入院率、死亡率
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を
示
し
ま
し
た
が
、
医
療
費
と
の
関
連
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
高
血
圧
の
予

防
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
率
、

死
亡
率
が
減
り
、
結
果
と
し
て
医
療
費
も

減
る
と
い
う
理
想
的
な
方
向
で
の
連
鎖
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
必
要
な
人
に
は
降

圧
剤
の
服
薬
を
き
ち
ん
と
し
て
も
ら
っ
た

ほ
う
が
、
結
果
的
に
よ
り
医
療
費
の
か
か

る
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
予
防
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
疾
病
予
防
と
医
療
費
適
正

化
の
方
向
が
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、
少

し
く
ら
い
の
外
来
医
療
費
に
は
目
く
じ
ら

を
た
て
な
い
度
量
が
必
要
で
す
。
地
域
ぐ

る
み
で
脳
卒
中
予
防
対
策
を
実
施
し
た
自

治
体
の
国
保
医
療
費
の
推
移
を
長
期
的
に

見
る
と
、
対
策
開
始
当
初
は
降
圧
剤
治
療

な
ど
が
必
要
な
重
症
者
が
健
診
で
ど
ん
ど

ん
発
見
さ
れ
る
た
め
む
し
ろ
外
来
医
療
費

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
何
年
か
す

る
と
脳
卒
中
な
ど
の
発
症
が
減
っ
て
入
院

医
療
費
が
抑
え
ら
れ
、
最
終
的
に
総
医
療

費
も
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
健
医
療
の

評
価
に
は
こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
視
点
が

必
要
で
あ
り
、
３
年
と
か
５
年
と
い
う
期

間
で
の
評
価
に
は
な
じ
ま
な
い
側
面
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
が
道
路
や
橋
を
作

る
よ
う
な
土
木
行
政
な
ど
と
は
根
本
的
に

異
な
る
の
で
、
是
非
、
首
長
等
の
予
算
権
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策局計画課および高知県土佐山田保健所、1993 年 大阪府立成人病センター循環器検診科、2000 年 滋賀
医科大学福祉保健医学講座助教授、2007 年 国立循環器病センター予防検診部長、2010 年 慶應義塾大学
衛生学公衆衛生学教授（現職）

（所属学会）
日本動脈硬化学会理事。日本公衆衛生学会、日本疫学会、日本アルコール薬物医学会、日本循環器病管理研
究協議会各評議員。

（委員等）
厚生労働省「医療費統計の整備に関する検討会」、「特定健診・特定保健指導の実施に関するワーキンググル
ープ」、「慢性疾患対策の更なる充実に向けた検討会」、総務省消防庁「救急統計活用検討会構成員」の各委員
を歴任。

プロフィール

者
に
理
解
を
得
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

３．
肥
満
と
国
保
医
療
費

次
に
特
定
健
診
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
肥
満
と
医
療
費
の
関
連
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
前
述
し

た
血
圧
の
集
計
で
用
い
た
の
と
同
じ
デ
ー

タ
を
使
っ
て
、
肥
満
や
循
環
器
疾
患
危
険

因
子
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
）
の
個

数
と
10
年
間
の
月
平

均
医
療
費
の
関
連
を

み
た
の
が
図
４
で
す
。

こ
こ
で
は
年
齢
、
性

別
、
飲
酒
、
喫
煙
を

統
計
学
的
に
調
整
し

た
幾
何
平
均
値
（
対

数
変
換
し
た
値
に
基

づ
く
平
均
値
）
を
示

し
て
い
る
の
で
、
医

療
費
の
額
そ
の
も
の

で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
大
き
さ
を
比
較
し

て
見
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
肥

満
の
指
標
と
し
て
は

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（B

o
d
y

M
ass

Index,

体
重

㎏
を
身
長
m
の
自
乗
で
割
っ
た
値
）
を
用

い
て
25
以
上
を
肥
満
あ
り
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
危
険
因
子
の
個
数
が
同
じ
場

合
、
肥
満
あ
り
の
ほ
う
が
医
療
費
が
高
く
、

だ
い
た
い
危
険
因
子
が
１
個
増
え
た
場
合

と
同
じ
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
で
は
保
険
者
全
体
の
医
療
費
に
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
？
　
そ
の
話
は
次
回
に
。

図4. 肥満、危険因子数と国保医療費：滋賀県7町１村の
10年追跡
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各
市
町
を
訪
問
し
、
収
納
率
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
取
り
組
み
状
況
を
ル
ポ
い
た
し

ま
す
。

平
成
20
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

企
画
は
第
10
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
那
須

塩
原
市
に
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

１．
国
保
税
収
納
状
況

〜
平
成
22
年
度
現
年
度
分
収
納
率

前
年
度
比
５・49
％
ア
ッ
プ
！
〜

こ
こ
数
年
の
社
会
不
況
に
よ
り
、
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
方
や
職
を
失
っ
た
方
、

あ
る
い
は
職
に
就
け
な
い
と
い
っ
た
相
談

者
が
増
え
て
い
る
状
況
の
な
か
、
平
成
23

年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
収
納
額
、
収
納
率
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
観
光
地
で
あ
る

塩
原
温
泉
や
板
室
温
泉
は
、
震
災
の
多
大

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
様
々
な
取
組

み
の
結
果
、
現
年
度
分
収
納
率
は
88
・
29
％

（
対
前
年
度
比
５
・
49
％
）
と
大
幅
な
向
上

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
14
・
12
％
（
対
前
年

度
比
１
・
37
％
）
は
低
迷
し
て
お
り
、
滞
納

占
有
率
（
滞
納
繰
越
調
定
額
／
合
計
調
定

額
）
は
40
％
に
も
お
よ
び
、
市
の
国
民
健

康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
収
納
率
向
上
に
向
け

た
各
種
取
組
み
を
行
い
、
更
な
る
収
納
率

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

２．
国
保
税
収
納
率
向
上
に
む
け
た

取
組
み

（1）
収
税
課
の
徴
収
体
制

○
徴
収
体
制
を
強
化

那
須
塩
原
市
の
収
税
課
は
、
課
長
以
下

収
納
係
５
名
、
徴
収
担
当
15
名
の
職
員
と

臨
時
嘱
託
員
８
名
の
計
29
名
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

徴
収
担
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

ま
で
は
個
人
の
滞
納
額
に
よ
る
担
当
班
制

を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
よ

り
地
区
担
当
制
を
敷
き
、
担
当
地
区
内
の

滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
か
ら
は
、
滞
納
処
分
の
可
否
の
判
断
や

知
識
・
経
験
の
伝
承
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
徴
収
職
員
２
人
を
１
組
と
し
た
４
班

編
成
を
と
っ
て
お
り
、
更
な
る
地
区
担
当

制
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
外
・
県
外
専
任
担
当
１
人
を
配
置
し
て

資
産
調
査
や
滞
納
処
分
等
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
宇
都
宮
県
税
事
務
所
や
県
地
方

収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ那須塩原市
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税
特
別
収
納
対
策
室
へ
の
徴
収
担
当
職
員

の
派
遣
や
、
内
部
及
び
外
部
研
修
を
と
お

し
徴
収
吏
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
、
収
納
率
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

○
徴
収
に
向
け
た
意
思
統
一

徴
収
担
当
で
は
各
班
で
の
打
合
せ
を
毎

朝
行
い
、
一
日
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
、

情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
課
内
会
議
を
毎
月
初
旬
に
行
い
、

課
全
体
の
前
月
の
反
省
と
当
月
の
目
標
・

計
画
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
懸

案
事
項
の
確
認
や
意
見
交
換
を
行
な
い
、

全
体
の
意
思
統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（2）
納
税
催
告
の
強
化

○
休
日
納
税
相
談
会
を
開
催

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年

度
及
び
22
年
度
の
滞
納
者
に
来
庁
要
請
を

行
い
、
８
月
、
12
月
、
２
月
の
土
日
計
６

日
間
、
休
日
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
状
況
と
し
て
は
、
来
庁
要
請
件
数
１，

５
８
２
件
に
対
し
、
休
日
納
税
相
談
日
で

あ
る
土
・
日
曜
日
と
期
日
前
を
含
め
、
５

８
５
件
の
来
庁
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
に
つ
い
て
も
、
７
月
・
11
月
・
２
月

の
土
日
計
６
日
間
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

○
現
年
度
分
未
納
者
へ
の
自
動
電
話
催
告

〜
国
保
連
合
会
国
保
税
収
納
率
向
上
支
援

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
〜

国
保
連
合
会
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

新
規
滞
納
者
の
発
生
防
止
を
目
的
に
、
各

納
期
（
第
１
期
〜
第
６
期
）
の
納
期
限
を

過
ぎ
督
促
状
送
付
後
の
現
年
度
分
未
納
者

を
対
象
に
、
平
成
22
年
９
月
か
ら
平
成
23

年
２
月
に
か
け
て
自
動
電
話
催
告
を
実
施

し
ま
し
た
。

催
告
対
象
者
よ
り
、
電
話
番
号
を
保
有

し
て
い
る
も
の
を
架
電
対
象
者
と
し
て
自

動
電
話
催
告
を
行
い
、
下
記
の
と
お
り
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
市

県
民
税
及
び
国
保
税
を
対
象
と
し
、
市
独

自
の
事
業
と
し
て
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（3）
滞
納
対
策
の
強
化

○
保
険
証
交
付
判
定
基
準
の
見
直
し

平
成
22
年
度
に
お
い
て
保
険
証
の
交
付

判
定
基
準
を
厳
格
化
し
、
納
税
義
務
者
の

滞
納
期
間
及
び
納
付
額
に
応
じ
た
判
定
基

準
を
設
け
る
と
と
も
に
、
短
期
証
の
有
効

期
間
を
「
６
ヵ
月
、
３
ヵ
月
」
か
ら
「
３

【平成 22年度国民健康保険税自動電話催告接続結果】

実施日 納期
催告対象者数
（Ａ）

架電対象者数
（Ｂ）

接続件数
（Ｃ）

世帯主本人応答接続
番号違い
（Ｅ）（Ｄ） 構成比

（D/B）

合 計

※架電対象者について、電話番号データを予め保有している者、及び電話番号が不明の場合、電話番号を照会し補完
した者の合計を指す。

※接続件数について、世帯主本人応答接続、家族応答接続、留守電及び無回答接続の件数を含む。

32

39

17

24

20

28

160

32.5%

29.8%

18.4%

25.4%

24.4%

22.9%

25.4%

1,047

1,010

1,160

973

963

1,174

6,327

982

913

1,036

822

962

1,152

5,867

1,195

1,238

1,388

1,207

1,222

1,434

7,684

1期

2期

3期

4期

5期

6期

4日・5日

2日・3日

6日・7日

11日・12日

15日・16日

5日・6日

9月

10月

11月

12月

1月

2月

319

272

191

209

235

264

1,490
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案
件
の
具
体
的
な
対
処
方
法
や
徴
税
吏
員

の
使
命
・
心
構
え
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
滞
納
案
件
の
処
理
方
針
及
び

実
務
的
な
対
処
方
法
等
に
つ
い
て
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
と
も
に
、
課
内

の
徴
収
担
当
を
集
め
た
実
務
的
な
研
修
を

併
せ
て
行
い
、
徴
収
職
員
全
体
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
に
、
那
須
塩
原
市
の
収
税
課
の
取

組
み
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
様
々
な
取
組
み
と
職
員
の
方
々

の
地
道
な
努
力
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
平

成
22
年
度
の
収
納
率
向
上
と
い
う
結
果
に

表
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に

お
い
て
は
、
本
会
の
国
保
税
収
納
率
向
上

支
援
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業
に
お

い
て
現
年
度
分
収
納
率
の
向
上
に
向
け
た

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
を
通
じ
、
滞

納
案
件
の
解
消
及
び
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

那
須
塩
原
市
収
税
課
の
み
な
さ
ま
、
お

忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヵ
月
、
２
ヵ
月
、
１
ヵ
月
」
に
変
更
し
ま

し
た
。

以
上
よ
り
、
保
険
証
発
行
時
に
お
け
る

き
め
細
か
な
納
税
相
談
と
分
納
誓
約
の
履

行
を
促
し
、
滞
納
額
を
増
額
さ
せ
な
い
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

○
財
産
差
押
及
び
公
売
の
強
化

新
た
に
課
税
さ
れ
る
現
年
度
課
税
を
含

め
て
、
分
割
納
付
者
に
お
い
て
も
完
納
が

見
込
め
な
い
滞
納
者
に
は
、
給
与
・
預

金
・
不
動
産
等
の
差
押
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
22
年
度
の
全
税
目
で
の
差
押
件
数
は

１，
３
５
９
件
と
前
年
度
の
１，
２
１
８
件

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
差
押
物
件
の
公
売
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
度
よ
り
収
納
係
が
所
管
す
る
こ

と
に
伴
い
、
動
産
・
不
動
産
等
の
公
売
を

積
極
的
に
実
施
す
べ
く
、
各
担
当
に
お
け

る
対
象
物
件
の
選
定
や
事
前
調
査
に
つ
い

て
目
標
を
持
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

○
適
正
な
執
行
停
止
に
よ
る
滞
納
整
理

現
年
度
分
と
滞
納
繰
越
分
の
合
計
調
定

額
に
占
め
る
滞
納
繰
越
分
の
調
定
額
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
国
保
税
の
滞
納
占

有
率
（
滞
納
繰
越
調
定
額
／
合
計
調
定
額
）

は
約
40
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
大

化
し
た
滞
納
繰
越
額
を
整
理
す
べ
く
、
生

活
困
窮
者
や
所
在
不
明
者
等
で
差
押
が
で

き
な
い
滞
納
者
に
は
、
所
要
の
調
査
の
う

え
適
切
に
執
行
停
止
を
行
う
こ
と
な
ど
で
、

時
効
欠
損
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

（4）
納
付
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
納
税
環
境
の
整
備

納
付
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
し
て
、

口
座
振
替
制
度
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
軽
自
動

車
税
、
平
成
20
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
に

加
え
国
保
税
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
国
保
税
総
収
納

額
の
15
・
98
％
を
占
め
、
前
年
度
比
3.5
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
更
な
る
納
付
し
や
す
い
環
境
の

整
備
と
し
て
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
の
導

入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

３．
平
成
23
年
度
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

設
置
事
業
を
実
施

那
須
塩
原
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
引

き
続
き
、
国
保
連
合
会
の
「
徴
収
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

元
栃
木
県
税
事
務
所
長
で
あ
る
徴
収
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
　

の
秋
沢
重
男
先
生
よ
り
、
滞
納
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第6回 介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

忘
れ
え
ぬ
人
々
（
そ
の
２
）

高橋紘一

前
号
に
引
き
続
き
、
私
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
の
勤
務
経
験
を
と
お
し
、
そ

こ
で
出
会
っ
た
今
も
心
に
残
る
人
を
報
告

し
、
私
を
含
め
読
者
の
皆
様
に
「
老
い
」

を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
。

二．
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ｉ
さ
ん

（
女
性
）
に
つ
い
て

私
が
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
今
で
い
う
ケ

ア
ハ
ウ
ス
で
当
時
県
内
に
４
ヵ
所
あ
り
ま

し
た
）
に
勤
務
し
た
の
は
、
昭
和
63
年
か

ら
64
年
の
昭
和
天
皇
崩
御
に
よ
り
年
号
が

「
平
成
」
に
変
わ
る
僅
か
２
年
に
し
か
過
ぎ

ま
せ
ん
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
生

活
か
ら
見
れ
ば
、
個
室
は
憧
れ
の
施
設
と

し
て
映
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、「
老
い
」
の

生
活
の
あ
る
種
の
理
想
に
出
会
え
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
自
分
の
城

を
持
つ
、
居
場
所
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、

部
屋
の
管
理
を
含
め
て
「
自
己
主
張
」
す

る
「
個
性
」
が
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
私
事
で
す
が
、

昭
和
52
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
系
の
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
の
訓
練
を
受

け
た
体
験
が
あ
り
ま
す
。
30
名
定
員
の
一

部
屋
が
約
８
畳
の
個
室
で
す
。
死
亡
や
退

所
の
空
き
部
屋
が
で
き
、
新
し
い
人
が
入

所
す
る
と
壁
紙
の
張
替
え
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
は
今
で
も
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
光
景
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
建
物
の
骨
組
み
や
部
屋
の
間
取
り
は

変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
人
は
変
わ
り
ま
す
。

「
人
が
変
わ
れ
ば
そ
の
人
の
個
性
に
応
じ
て

部
屋
の
模
様
替
え
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
ご
く
当
た
り
ま
え
に
施
設
側
も
行
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
壁
紙
の
見
本
帳
を
見
て

も
ら
い
ど
れ
が
い
い
か
決
め
て
も
ら
う
わ

け
で
す
が
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。
私

が
つ
い
つ
い
「
私
は
こ
の
壁
紙
が
合
う
と

思
う
」
と
言
っ
た
ら
、
彼
は
「
決
め
る
の

は
私
だ
」
と
返
し
た
の
で
す
。
結
局
、
彼

は
長
い
時
間
を
か
け
て
自
分
好
み
の
色
柄

を
決
め
、
そ
の
後
の
段
取
り
を
指
示
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
「
利
用
書
の
自
己
決
定
」

を
頭
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

徹
底
性
を
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
施
設
に

お
い
て
「
利
用
者
本
位
」
の
駄
目
さ
加
減

が
よ
く
わ
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
相
部
屋

に
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
一
定
の

収
入
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
自
律
し
て
い

る
こ
と
が
前
提
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
元
気

と
い
え
ば
元
気
。
何
も
問
題
は
な
さ
そ
う

に
見
え
ま
す
。
町
に
あ
る
同
好
会
（
愛
好

会
）
の
短
歌
、
俳
句
、
歴
史
探
訪
会
、
絵

画
、
陶
芸
、
書
道
等
に
加
わ
り
活
動
し
て

い
る
人
も
い
れ
ば
、
ホ
ー
ム
に
て
花
づ
く

り
や
野
菜
づ
く
り
に
精
を
出
す
人
が
い
た

り
と
、
実
に
様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
も
な
か
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ど
こ
か
違
う
。

違
い
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

「
措
置
」
と
「
契
約
」
の
差
で
し
ょ
う
か
。

「
や
む
な
く
」
と
「
選
ん
で
」
の
違
い
で
し

ょ
う
か
。
印
象
と
し
て
は
一
方
は
閉
鎖
的

に
み
え
、
交
流
は
内
部
的
に
偏
り
が
ち
な

の
に
、
か
た
や
広
が
り
が
あ
り
、
外
へ
と

向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
う
も
好
み

の
問
題
と
も
見
え
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
雰

囲
気
の
な
か
で
、
Ｉ
さ
ん
は
異
質
の
人
と

し
て
お
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
内
で
仲
間
を

求
め
る
わ
け
で
も
な
く
、
外
に
活
路
を
見

出
す
わ
け
で
な
く
、
日
々
一
人
孤
独
の
人

と
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
女
性
同
士

の
茶
飲
み
友
達
や
男
女
の
付
き
合
い
も
何
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組
か
あ
っ
て
、
そ
の
噂
は
ホ
ー
ム
中
を
駆

け
巡
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
自

由
を
欲
し
て
退
所
し
た
男
女
も
い
ま
し
た
。

人
を
求
め
る
こ
と
の
多
い
中
で
、
そ
ん
な

こ
と
に
も
彼
女
は
無
縁
の
よ
う
に
も
見
え

ま
し
た
。
共
有
ス
ペ
ー
ス
は
食
堂
、
風
呂
、

便
所
（
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

個
室
で
も
便
所
は
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
学
生
時
代
の
ア
パ
ー
ト
が
共
同
便
所

で
清
掃
当
番
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時

の
施
設
で
は
部
屋
に
便
所
が
な
い
の
が
普

通
だ
っ
た
の
で
す
。
若
い
世
代
に
は
わ
か

り
に
く
い
こ
と
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
）

で
す
が
、
彼
女
は
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
時

間
以
外
は
、
部
屋
を
中
心
に
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
か
と
い
っ
て
、
部
屋
で
「
何
か

し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
話
は
、
私
が
宿
直
の
夜
に
、
ひ

ょ
っ
こ
り
事
務
所
に
訪
ね
て
き
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が

何
度
か
あ
っ
て
、
徐
々
に
Ｉ
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
俗
に

「
男
運
」「
女
運
」
が
良
い
悪
い
と
い
い
ま

す
が
、
Ｉ
さ
ん
は
「
男
運
」
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
最
初
の
夫
に
事
故

死
さ
れ
、
二
度
目
の
夫
は
病
死
で
、
以
後
、

彼
女
は
男
を
諦
め
（
？
）
単
身
で
家
政
婦

を
し
な
が
ら
自
ら
の
生
計
を
立
て
て
き
ま

し
た
。
東
京
の
一
人
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
私
に
は
推
し
量
る
こ

と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若
い
時

分
、
歌
が
得
意
で
６
０
０
人
の
聴
衆
の
前

で
、
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
も
あ

る
と
い
う
こ
と
を
話
す
彼
女
の
眼
の
輝
き

を
今
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
で
い
え
ば
「
の
ど
自
慢
大
会
」
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
結
婚
前
の

彼
女
の
黄
金
期
、
幸
福
曲
線
の
頂
点
に
青

春
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
は
「
男
運
」
に
見
放
さ
れ
、
ひ
た

す
ら
働
い
て
い
わ
ゆ
る
小
金
を
た
め
、
家

を
求
め
生
活
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。「
老
い
」
を
自
覚
し
、
労
働
か
ら
引

退
す
る
と
、
一
人
暮
ら
し
の
安
住
の
地
を

求
め
「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
」
の
案
内
を
知

り
、
手
持
ち
の
財
産
を
処
分
し
て
こ
の
ホ

ー
ム
に
入
所
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
に
は
一
つ
の
大
き
な
壁
が

あ
り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
は
好
き
な
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
弱
っ
た
ら
ど
う
す

る
か
で
す
。
皆
さ
ん
、
触
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
だ
け
で
す
。
彼
女
の
心
配
も
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。
生
活
す
る
費
用
は
大

丈
夫
で
す
が
、「
弱
っ
た
時
」
の
場
所
で
は

な
い
。
彼
女
の
悩
み
も
そ
こ
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
段
階
で
、
私
の
転
勤
に
よ
り
彼

女
と
別
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
転
職
先
が
同
一
法
人
の
隣
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
し
た
か
ら
、
時
々

訪
ね
て
き
て
く
れ
て
は
「
今
後
」
に
つ
い

て
の
不
安
を
話
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
の
目
に
は
ま
だ
ま
だ
十
分
今
の
所
で
生

活
し
て
い
け
る
と
見
え
た
の
で
す
が
、
彼

女
の
気
持
ち
に
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
平
成

８
年
４
月
に
「
生
き
い
き
の
里
」
が
開
設

さ
れ
ま
も
な
く
、
職
員
に
付
き
添
わ
れ
て

Ｉ
さ
ん
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り

の
再
会
で
す
。
帰
り
際
、
彼
女
は
「
高
橋
、

こ
こ
は
生
き
い
き
の
里
で
は
な
く
、
死
ね

死
ね
の
里
だ
」
と
名
文
句
（
迷
文
句
？
）

を
残
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
や
が
て
生
き

い
き
の
里
に
入
所
し
ま
し
た
。
彼
女
が
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活
を
断
念
し
た
理
由

は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
職
員
さ
ん
か
ら
聞

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

便
所
が
共
有
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ

ま
し
た
が
、
問
題
の
中
心
は
「
便
所
」
に

あ
り
ま
し
た
。
彼
女
の
部
屋
か
ら
便
所
ま

で
、
途
中
で
お
漏
ら
し
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
い
ま
す
。
総
じ
て
元
気
な
人
た

ち
の
世
界
で
す
か
ら
す
ぐ
に
話
題
に
な
り
、

批
判
の
的
に
な
り
ま
し
た
。
１
回
ぐ
ら
い

な
ら
人
の
噂
も
な
ん
と
や
ら
で
済
ん
だ
も

の
で
し
ょ
う
が
、
頻
繁
に
な
る
と
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。
風
当
た
り
が
強
く
な
っ
て

彼
女
は
「
年
を
取
れ
ば
誰
で
も
こ
う
な
る

ん
だ
」
と
開
き
直
っ
て
反
撃
す
る
の
で
す

が
、
49
人
の
冷
た
い
視
線
に
は
退
却
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
こ
そ
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
介

護
保
険
制
度
以
前
の
話
で
す
。
弱
れ
ば
次

の
場
所
を
見
つ
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
彼

女
は
私
ど
も
の
所
を
希
望
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
生
き
い
き
の
里
で
の
３
年
間
、

彼
女
は
荒
れ
狂
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

孤
独
を
全
て
解
消
し
な
け
れ
ば
収
ま
ら
な

い
か
の
よ
う
な
生
活
ぶ
り
で
す
。
部
屋
の

入
口
に
残
さ
れ
た
「
○
○
（
Ｉ
さ
ん
の
氏

名
）
こ
こ
に
あ
り
」
の
自
筆
の
落
書
き
が
、

彼
女
の
生
涯
の
悔
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

確
か
に
小
刻
み
な
お
も
ら
し
が
あ
り
ま

し
た
の
で
オ
ム
ツ
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
歩
行
器
を
用
い
て
歩
い
て
い
ま
し

た
が
腰
を
振
り
振
り
オ
ム
ツ
を
床
に
落
と

し
、
そ
の
後
に
小
便
を
す
る
。
下
半
身
裸

に
な
る
。
つ
い
で
に
上
半
身
を
脱
ぐ
。
ス

ッ
ポ
ン
ポ
ン
に
な
り
、
食
堂
を
歩
く
の
で

す
。
ま
あ
今
で
あ
れ
ば
冷
静
に
書
け
ま
す

が
、
と
て
も
と
て
も
「
何
故
そ
こ
ま
で
」

と
痛
ま
し
い
や
ら
切
な
い
や
ら
で
、
私
の

心
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
が
ほ
ぼ
毎
日
続
く
の
で
す
。
居

候
し
つ
つ
働
い
て
い
た
若
い
男
性
職
員
が
、

「
担
当
は
私
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
毎
日

彼
の
仕
事
に
彼
女
を
連
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
彼
女
の
気
持
ち
が
治
ま
る
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夜
、「
寂
し
い
よ
う
、
寂
し
い
よ
う
」
と

歩
行
器
で
食
堂
を
歩
く
Ｉ
さ
ん
の
姿
が
あ

り
、「
部
屋
に
は
３
人
が
い
る
の
に
寂
し
い

こ
と
は
な
か
ろ
う
（
生
き
い
き
の
里
は
４

人
部
屋
）」
と
私
が
言
う
と
、「
お
前
は
何

も
解
っ
て
い
な
い
。
３
人
い
よ
う
が
６
人

い
よ
う
が
、
私
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
な

け
れ
ば
い
な
い
と
同
じ
だ
。
私
は
一
人
だ
。

こ
の
馬
鹿
！
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ

に
は
参
り
ま
し
た
。
脱
帽
で
し
た
。
人
は

「
関
係
で
人
に
な
る
」
な
ど
と
知
っ
た
か
ぶ

り
を
し
て
い
る
く
せ
に
、「
関
係
性
の
な
い

相
部
屋
」
に
は
目
が
向
い
て
い
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
特
養
で
は
、
友
人
を
作
る
の

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
今
日
で
は
一
層
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
歩
く
、
立
つ
、
座

る
、
寝
る
」
と
い
う
人
間
の
４
段
階
の
姿

を
介
護
度
に
当
て
は
め
て
い
く
と
、
入
所

す
る
人
た
ち
が
ほ
ぼ
「
寝
る
」
状
態
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
社
会
関
係
や
人
間
関
係
を
全

部
捨
て
去
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
改
め
て
関

係
を
作
る
と
い
う
力
を
残
し
て
い
る
人
は

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
他
人
へ
の
関
心

を
持
ち
に
く
い
状
態
で
す
。

た
ま
に
は
外
食
で
も
す
れ
ば
気
分
が
変

わ
る
か
と
、
ラ
ー
メ
ン
屋
に
行
っ
た
と
き

で
す
。
上
の
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ラ

ー
メ
ン
が
噛
み
切
れ
な
い
。
口
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
、
飲
み
込
む
に
も
飲
み
込
め
な

い
。
と
う
と
う
ど
ん
ぶ
り
に
吐
き
出
し
て

し
ま
っ
た
。
他
に
お
客
さ
ん
も
い
ま
し
た

か
ら
、「
私
に
恥
を
か
か
せ
た
」
と
、
帰
る

な
り
大
荒
れ
。
好
き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
買
っ
て
き
て
、
そ
の
場
は
な
ん
と
か
収

ま
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
寿
司
な
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
寿
司
屋

に
行
き
ま
し
た
。「
あ
が
り
」
が
ま
ず
来
ま

す
。
ホ
ー
ム
で
出
る
お
茶
と
違
っ
て
熱
い

で
す
。
確
か
め
も
せ
ず
グ
イ
と
飲
ん
で
し

ま
っ
た
。「
あ
ち
ち
ち
っ
」
と
湯
呑
み
を
握

り
台
に
い
る
職
人
さ
ん
に
め
が
け
て
投
げ

つ
け
た
と
い
う
の
で
す
。
楽
し
い
は
ず
の

外
食
に
二
度
と
も
失
敗
。
そ
れ
以
来
、
一

番
無
難
な
の
が
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
に

な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
小
便
が
出
て
い
る
状
態
な
の
で
、

風
呂
は
頻
繁
に
利
用
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
ま
た
ひ
と
騒
動
。
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

う
た
た
寝
し
て
入
る
と
き
も
あ
る
の
で
す

が
、
職
員
に
お
湯
を
か
け
る
、
水
を
か
け

る
、
悪
態
を
つ
く
は
当
た
り
前
で
し
た
。

プロフィール

高橋　紘一
昭和18年　那須町生まれ
養護老人ホーム勤務　13年
軽費老人ホーム勤務　２年
特別養護老人ホーム勤務　７年後、
生きいきの里創設に関わる
平成 8 年　開設　施設長
平成13年　国際医療福祉大学　福祉学科

臨床教授として勤務
平成20年　退職
現在　社会福祉法人　悠々の郷　理事長

そ
う
し
た
彼
女
の
日
々
に
「
生
き
い
き

の
里
で
は
無
理
で
す
」
と
い
う
声
が
職
員

か
ら
上
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
不
思

議
な
こ
と
で
し
た
。
ど
う
あ
れ
「
憎
め
な

い
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。「
○

○
、
こ
こ
に
あ
り
」
と
生
き
た
証
を
部
屋

の
入
口
に
刻
ん
で
、
Ｉ
さ
ん
は
生
涯
の
無

念
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
戦
い
の
日
々
で
し

た
。
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◇
特
定
健
診
受
診
率
　
年
度
比
較

※
特
定
健
診
の
理
解
が
浸
透
し
つ
つ
あ

る
の
か
、
受
診
率
は
初
年
度
か
ら
で

は
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、
良
い
傾

向
で
あ
る
が
、
計
画
の
目
標
値
に
は

ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。
平
成
23
年

度
は
自
己
負
担
無
く
無
料
で
あ
る
た

め
、
受
診
率
増
加
が
期
待
で
き
る
か
、

周
知
を
強
化
す
る
。

国
保
連
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
年
代

別
受
診
率
状
況
か
ら
は
70
〜
74
才
の

受
診
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

■
ま
ち
の
概
要
■

西
方
町
は
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
人

口
６
６
８
４
人
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
）
で
、
平
成
23
年
10
月
１
日
、
栃
木
市

に
合
併
い
た
し
ま
す
。

■
は
じ
め
に
■

平
成
20
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定

健
診
、
特
定
保
健
指
導
は
今
年
度
で
４
年

目
と
な
り
、
こ
こ
で
現
状
を
分
析
し
、
課

題
を
明
ら
か
に
し
て
今
後
の
対
策
を
考
え

た
い
。■

実
施
内
容
■

﹇
特
定
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

《
初
回
》（
健
診
結
果
説
明
会)

・
結
果
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

・
メ
タ
ボ
と
は

・
生
活
習
慣
の
振
り
返
り

・
改
善
の
必
要
性

・
望
ま
し
い
生
活
習
慣

・
話
し
合
い
（
ど
こ
が
悪
か
っ
た
か
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
な
り
た
い

姿
…
）

・
行
動
目
標
、
支
援
計
画
…

《
２
週
間
後
》
電
話
Ｂ

・
実
施
状
況
の
確
認
、
励
ま
し

《
１
ヵ
月
後
》
グ
ル
ー
プ
・
個
別
支
援

・
話
し
合
い
（
取
り
組
め
て
い
る
か
、

ど
こ
が
難
し
い
か
）

・
運
動
の
実
践
（
10
分
間
体
操
）

・
目
標
、
計
画
の
修
正

《
２
ヵ
月
後
》
電
話
Ｂ

《
３
ヵ
月
後
》
グ
ル
ー
プ
・
個
別
支
援

・
中
間
評
価
…
体
重
、
腹
囲
測
定

・
話
し
合
い

・
運
動
の
実
践
（
必
要
時
）

・
目
標
、
計
画
の
修
正

《
４
・
５
ヵ
月
後
》
電
話
Ｂ

《
６
ヵ
月
後
》

・
評
価
…
体
重
、
腹
囲
測
定

・
話
し
合
い
（
目
標
の
達
成
状
況
等
）

・
今
後
の
生
活
に
つ
い
て

※
参
加
者
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
積

西方町保健福祉課
福田　富子

極
的
支
援
、
動
機
付
け
支
援
共
に
合

同
で
で
き
る
場
合
は
随
時
、
一
緒
に

実
施
し
、
最
後
に
個
別
で
支
援
し
て

い
る
。
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
が

刺
激
に
な
り
、
動
機
付
け
に
な
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

話
し
合
い
を
設
け
て
い
る
。

■
特
定
健
診
受
診
率
状
況
■

健診受診者数（人）
  平成20年度 平成21年度 平成22年度 

受診者数 349
1354
25.8

369
1356
27.2

389
1457
26.7

  
対象者数   
受診率（％）   

特定健診受診率　年度比較（西方町及び県平均）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳

平成20年度 西方町 平成20年度県平均
平成21年度 西方町 平成21年度県平均

平成22年12月17日担当者研修会資料　

特
定
健

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

診
・
特
定
保
健
指
導

特
定
健

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

診
・
特
定
保
健
指
導

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て

保
健
師
活
動
報
告

◇特定健診・特定保健指導法定報告結果集計
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■
特
定
保
健
指
導
実
施
率
■

※
平
成
21
年
度
の
実
施
率
が
減
少
し
た

主
な
要
因
に
は
、
前
年
度
の
参
加
者

の
約
２
割
ほ
ど
の
方
が
検
査
値
は
改

善
し
て
い
る
が
な
お
、
対
象
域
値
に

あ
る
た
め
、
対
象
に
な
る
。
女
性
は

腹
囲
測
定
に
抵
抗
が
あ
る
た
め
か
、

翌
年
度
は
参
加
し
な
い
た
め
に
実
施

率
が
減
少
し
て
し
ま
う
。
こ
の
傾
向

は
毎
年
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方

の
フ
ォ
ロ
ー
や
実
施
率
の
伸
び
悩
み

が
課
題
で
あ
る
。

平
成
22
年
度
、
若
干
で
あ
る
が
実

施
率
が
増
加
し
た
。
働
き
盛
り
の
男

性
が
対
象
者
の
多
く
を
占
め
る
た
め
、

夜
間
の
実
施
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。

■
実
施
効
果
■
（
平
成
21
年
度
）

平
成
22
年
度
は
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い

の
で
平
成
21
年
度
の
結
果
を
記
載
し
た
。

（
該
当
者
16
人
、
血
液
検
査
３
人
の
平
均
値
）

※
脱
落
せ
ず
に
終
了
し
た
方
の
多
く
は

体
重
、
腹
囲
の
測
定
値
や
翌
年
度
の

検
査
値
の
改
善
が
見
ら
れ
、
何
ら
か

の
生
活
習
慣
の
改
善
が
実
践
で
き
、

効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

中
に
は
途
中
ま
で
は
実
践
で
き
た

が
６
ヵ
月
近
く
で
戻
っ
て
し
ま
い
、

”仕
切
り
直
し
“
と
な
る
方
も
い
た
。

実
践
の
継
続
が
い
か
に
難
し
い
か
、

長
期
的
な
視
点
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

脱
落
者
の
多
く
は
運
動
へ
の
取
り

40.7%

51.1%

21.1% 21.7%

26.9%
23.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

積極的支援 動機付け

H２０
Ｈ２１
Ｈ２２

  積極的支援 動機付け支援 

平成20年度  実施 11人 24人 

対象 27人 47人 

平成21年度  実施 4人 10人 

対象 19人 46人 

平成22年度 （見込） 7人 11人 

対象 26人 46人 

組
み
が
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
が

原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
で
室
内
で
で
き
る
「
簡

単
10
分
間
体
操
」
等
を
取
り
入
れ
た

が
実
際
に
家
庭
で
実
践
す
る
の
は
難

し
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
実
践
教
室
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

教
室
の
よ
う
に
運
動
で
き
る
場
作
り

が
必
要
で
あ
る
。
体
育
館
で
の
教
室

を
紹
介
し
て
参
加
し
た
方
も
い
た
が
、

今
後
は
実
践
教
室
の
開
催
、
ま
た
体

育
館
で
の
教
室
に
つ
な
げ
る
た
め
の

連
携
を
強
化
し
て
利
用
へ
つ
な
げ
る
。

■
ま
と
め
■

こ
の
事
業
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
今
ま

で
な
か
な
か
関
わ
れ
な
か
っ
た
働
き
盛
り

の
男
性
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
壮
年
期
層
の
健
診
受
診
率
、

保
健
指
導
実
施
率
を
高
め
る
工
夫
や
努
力

が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
ま
と
め
る
に
あ

た
っ
て
国
保
連
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
年
代

別
に
よ
る
受
診
率
の
ほ
か
、
メ
タ
ボ
該
当

率
、
年
代
別
に
よ
る
検
査
値
等
、
町
の

様
々
な
課
題
が
み
え
た
。
関
係
ス
タ
ッ
フ

と
共
有
し
て
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
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「「健康健康体操｣体操｣で「健康体操｣
保険者だより

　茂木町では、平成４年度から健康体操教室を開催しており、現在では町内27か所の
公民館等において、年間延べ11,000人が参加しています。会員数は約300人で、最高
齢者は88歳です。

健康フェスタを開催（平成 22年度）

健康長寿を目指します ― 茂木町 ―

●生命 (いのち)の貯蓄体操と
　言われる東洋の体操
　呼吸法を中心に、無理のない範囲で全身の骨
格や関節を動かす運動です。初心者教室を行政
主導でおこない、継続教室は住民の自主組織の
「茂木町生命 ( いのち ) の貯蓄体操普及会」が
担っています。

●身体とこころの健康づくりに！
「自分にあった運動を無理なく続けられ、楽し
く行える」取り組みのひとつとして、健康体操
が挙げられています。
　運動が体に良いことは分かっていても、継続
することが困難であったりしますが、この健康
体操は、地域の身近な場所である公民館で、
仲間同士で体操を行い、おしゃべりをしたり、身
体面のみならず、こころの健康づくり、そして
地域間のネットワークの構築にも役立っている
と感じています。

継続教室の様子

継続教室の様子

男性教室もあり
ます

男性教室もあり
ます

男性教室もあり
ます
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国 保 医 療 課 だ よ り

　一部負担金の窓口での支払いを免除とした場合、その免除した分はど
の科目から支出するのでしょうか。
　また、既に一部負担金を支払ってしまった被保険者から、減免の対象
であったとして還付申請を受けて還付する場合、支出科目は何になるの
でしょうか。

東日本大震災により、本県においても多くの方が被災され、一部負担金の免除対
象となっています。その取扱いについて、いくつか質問が寄せられましたので、紹
介いたします

Ｑ1

　現物給付を行い窓口での支払いを免除した場合は「療養の給付費」か
ら、還付請求により現金給付として支出した場合は「療養費」から支出
してください。
※平成23年６月８日付け厚生労働省保険局調査課の事務連絡「東日本大震災及び長野県
北部の地震に伴う国民健康保険毎月事業状況報告書（事業月報）及び国民健康保険退
職者医療毎月事業状況報告書（退職者医療事業月報）の記載方法等について」を参照
してください。

A1

　保険優先の公費負担医療の対象者が、一部負担金の免除に該当した場
合、どちらを優先すべきでしょうか。

Ｑ2

　免除対象被保険者については、一部負担金等が発生しないため、保険
優先の公費負担医療の適用は行われないことになります。

A2

　一部負担金の還付申請がありましたが、確認したところ、高額療養費
に該当することが分かりました。この場合、高額療養費を支給し、一部
負担金から高額療養費を控除した分を免除額として還付すべきでしょう
か。

Ｑ3

　免除の対象であれば本人の負担は発生せず、高額療養費に該当しない
ことから一部負担金全額の還付を行います。ただし、既に高額療養費の
支給を受けている場合においては、当該支給額を控除した額を還付して
ください。

A3

東日本大震災に係る一部負担金免除の取扱いについて

※Ｑ２・３については、平成２３年５月２日付け保発０５０２第３号厚生労働省保険局長通知「東日本大震災
に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律等における医療保険関係の特例措置につ
いて」の第２のⅠの３、第２のⅢの１の (4)を参照してください。
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　３ヶ月
生年月日　Ｓ62．8．6
①　獅子座
②　B型
③　クラシックバレエ
④　国保担当者ハンドブックを暗記す
るのに、どれくらいかかるか。
⑤　弓道、読書
⑥　笑門来福
⑦　身体を動かすこと、自転車通勤
⑧　猫を飼うこと
⑨　紫陽花祭りがあること。橋の上から
見下ろした視界いっぱいに広がる紫
陽花は圧巻です。

⑩　初めはどんな仕事をしている課なの
かさえわからず不安でいっぱいでした
が、周囲の方々のお陰でなんとか3ヵ月
やってこられました。早く一人前になっ
て安心して仕事を任せてもらえるように
なりたいです。

西 海　明 日 香 高 藤　絵 里 子
さい かい あ す　　か たか とう え り こ

大田原市
国保年金課　国保医療係

主　　事

国保経験年数　３ヶ月
生年月日　Ｓ50．9．8
①　乙女座
②　A型
③　自転車
④　防災
⑤　ヨガ
⑥　ありがとう
⑦　買い物
⑧　全部かなえました。
⑨　温泉と素敵なホテルや旅館、おしゃ
れなカフェやレストランはもちろんで
すが、5月 22日にオープンしたばかり
の「那須平成の森」です。ロイヤルファ
ミリー気分で散策しに、ぜひお越しく
ださい。
⑩　まだ異動したばかりで解らないことも
多いですが、早く一人前に業務をこなせ
るようになりたいと思います。

那須町
保健福祉課　保険医療係 

主　　査
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平
成
23
年
７
月
６
日
（
水
）、
国
保
連
合

会
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
栃
木

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

本
理
事
会
で
は
、
報
告
事
項
１
件
と
本

会
規
約
の
一
部
改
正
及
び
平
成
22
年
度
に

係
る
本
会
事
業
報
告
の
認
定
、
並
び
に
一

般
・
特
別
両
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
係

る
認
定
案
件
12
件
を
は
じ
め
と
す
る
議
決

事
項
19
件
と
協
議
事
項
４
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
の
上
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
成
立
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
及
び

議
決
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
７
月

29
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
通
常
総
会
に

上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

冒
頭
、
国
保
連
合
会
佐
藤
栄
一
理
事
長

が
、
政
府
の
社
会
保
障
改
革
に
関
す
る
集

中
検
討
会
議
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
社

会
保
障
改
革
案
に
つ
い
て
、「
医
療
保
険
制

度
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
被
用
者
保
険

の
適
用
拡
大
や
医
療
保
険
の
財
政
基
盤
強

化
な
ど
が
改
革
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
」

と
し
、「
改
革
案
で
は
、
財
源
確
保
と
一
体

の
も
の
と
し
て
達
成
す
べ
き
と
整
理
さ
れ

て
お
り
、
来
年
度
以
降
、
可
能
な
も
の
か

ら
医
療
保
険
制
度
改
正
を
行
っ
て
い
く
と

し
て
い
る
が
、
政
局
が
混
沌
と
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

医
療
保
険
制
度
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

な
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
全
国
統
一
の
標
準
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、「
当

初
５
月
よ
り
実
施
す
る
と
し
て
い
た
が
、

開
発
元
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
の
品
質
確
保

が
図
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
５
月
全

国
一
斉
稼
動
を
断
念
し
順
次
導
入
の
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会
に
お
い

て
は
４
ヵ
月
延
伸
の
９
月
稼
動
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
」
と
し
、「
保
険
者
の
共
同
目

的
達
成
機
関
と
し
て
の
役
割
と
使
命
を
果

た
す
こ
と
を
念
頭
に
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。な

お
、
来
賓
と
し
て
、
栃
木
県
保
健
福

祉
部
国
保
医
療
課
人
見
課
長
補
佐
が
出
席

し
た
。

あいさつをする
本会佐藤理事長

歳入歳出決算及び予算補正など　通常総会へ上程

リ ポ ー ト

平成23年度
栃木県国民健康保険団体連合会 理事会
平成23年度
栃木県国民健康保険団体連合会 理事会
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リ
ポ
ー
ト

平
成
23
年
６
月
30
日
（
木
）
栃
木
県
自
治

会
館
４
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会
総

会
及
び
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
長
会

総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
事
業
報
告
並
び
に

歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
認
定
案
件
を
は
じ

め
、
平
成
23
年
度
に
係
る
事
業
計
画
及
び
歳

入
歳
出
予
算
、
会
長
専
決
事
項
委
任
等
に
つ

い
て
６
件
が
上
程
さ
れ
、慎
重
な
審
議
の
上
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
た
。

な
お
、
来
賓
と
し
て
、
栃
木
県
保
健
福
祉

部
国
保
医
療
課
永
井
課
長
、
国
保
連
合
会
菅

谷
常
務
理
事
が
出
席
し
た
。

国
保
の
健
全
運
営
に
向
け
て

冒
頭
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
長
会
寺
内
冨
士
夫
会
長
は
、
今
年
で
国

民
皆
保
険
制
度
達
成
50
周
年
を
迎
え
た
中
、

現
状
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
、「
国
保

に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
や
無
収
入
者
な
ど

が
増
加
し
て
い
る
状
況
、
ま
た
、
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
医
療
費
が

増
え
て
い
る
中
、
現
役
世
代
の
負
担
が
増
加

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
」
と
し
、「
国
に
お

い
て
は
、
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
べ
く
社
会

保
障
改
革
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。ま

た
、
去
る
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
し
て
、「
国

保
被
保
険
者
に
お
い
て
は
医
療
費
の
一
部
負

担
の
猶
予
や
保
険
税
の
減
額
・
免
除
等
の
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
震
災
に

よ
る
事
業
の
停
止
や
職
場
解
雇
等
に
よ
り
、

一
部
で
は
税
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
状
況
も

あ
る
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
本
県
に
お
け
る
国
保
税
収
納
率
の

状
況
に
つ
い
て
、「
平
成
21
年
度
現
年
度
分

収
納
率
は
84
・
77
ポ
イ
ン
ト
で
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
０
・
37
ポ
イ
ン
ト
と
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
47
都
道
府
県
中
46
位
で
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
し
、

「
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
会

員
相
互
の
連
絡
強
調
を
図
り
、
国
保
の
健
全

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

し
た
。

国
保
税
収
納
率
向
上
に
向
け
て

続
い
て
、
来
賓
代
表
あ
い
さ
つ
で
、
栃
木

県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課
永
井
茂
明
課

長
は
、「
国
の
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

に
お
け
る
医
療
保
険
制
度
関
連
の
動
向
と
し

て
、
被
用
者
保
険
の
適
用
の
拡
大
や
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
に
よ
る
国
保
の
財
政
基
盤

安
定
化
に
つ
な
が
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

見
込
み
で
あ
る
」
と
し
、「
今
後
の
協
議
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、「
本
県
の
国
保
税
収
納
率
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
、
県
に
お
い
て
昨
年
11
月

に
栃
木
県
市
町
村
国
民
健
康
保
険
広
域
化
等

支
援
方
針
を
策
定
し
、
市
町
別
の
収
納
率
目

標
値
を
設
定
し
た
。
景
気
の
低
迷
や
震
災
の

影
響
で
、
国
保
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い

が
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に
収
納
率
の
向
上

は
重
要
で
あ
り
、
市
町
、
国
保
連
合
会
と
一

体
と
な
り
、
国
保
の
健
全
な
運
営
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

議
決
事
項
６
件
、
可
決
承
認

議
決
事
項
６
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議

の
結
果
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
引
き
続
き
、
新
役
員
会
に
よ
る
栃

木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会
役
員

会
が
行
わ
れ
た
。
本
会
長
会
役
員
会
で
は
、

本
会
長
会
に
お
け
る
会
長
、
副
会
長
の
互
選

が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
佐
野
市
の
寺
内
冨
士

夫
国
保
運
営
協
議
会
会
長
、
副
会
長
に
は
、

足
利
市
の
中
山
富
夫
国
保
運
営
協
議
会
会

長
、
宇
都
宮
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
が

就
任
し
た
。

寺内会長のあいさつ

栃木県保健福祉部国保医療課
永井課長のあいさつ

平成23年度
栃木県国民健康保険
運営協議会長会総会

国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
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リ ポ ー ト

徴収アドバイザー 篠塚 三郎氏プロフィール
昭和41年　神奈川県に入庁・鶴見県税事務所に配属
昭和59年　自治大学税務専門課程特別コースを修了
昭和61年　高額滞納整理の実績により知事表彰を受賞
平成５年　第１回自治省税務局長表彰受賞
平成９年　戸塚県税事務所長として着任
平成11年　自治大臣表彰受賞
平成12年　税理士業を開業（主に徴収アドバイザーとして活動）
平成15年　自治大学徴収関係の講師
平成16年　著書「滞納整理の実戦論」出版
平成17年　株式会社　全国地方税徴収実務機構設立
平成18年　テレビ東京系　日系スペシャル「ガイアの夜明け」に出演
平成19年　滞納整理の実践編：実践シリーズ2冊発刊
平成20年　滞納整理学会を設立　　自治大学校客員教授を拝命
現在、各地の国保連合会、市と徴収アドバイザー契約を締結、執筆・
講演活動を行っている。

滞
納
者
の
支
払
能
力
に
応
じ
た

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と

平
成
23
年
７
月
５
日
（
火
）、
国
保
連
合

会
会
議
室
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
料（
税
）

徴
収
実
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
研
修

会
は
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
徴
収
実
務
に

従
事
し
て
い
る
職
員
が
、
徴
収
実
務
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
う
え
で
の
必
要
な
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
収
納
率
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
、
各
保
険
者
よ
り
約
31
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

本
研
修
会
は
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
篠

塚
三
郎
氏
を
講
師
と
し
て
、午
前
中
は
講
義
、

午
後
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実
施
し
た
。

午
前
中
の
講
義
で
は
、「
滞
納
整
理
の
実

務
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
篠
塚
先
生
の
講
義

が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
滞
納
整
理
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
滞
納
者
数
と
滞
納
額
を

減
少
さ
せ
る
べ
く
、
滞
納
者
の
支
払
能
力
に

応
じ
た
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
し
、
各
市
町
に
お
い
て
は
滞
納
整
理
の

で
き
る
組
織
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
財
産
差
押
の
概
要
や
給
与
の
差

押
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
実
務
的
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
っ
た
。

午
後
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
５
班
に
分

か
れ
て
、「
小
額
分
納
約
束
を
し
て
も
不
履

行
を
繰
り
返
し
、
滞
納
を
累
積
さ
せ
て
い
る

滞
納
者
へ
の
対
応
」
や
「
国
保
税
収
納
率
向

上
に
寄
与
す
る
短
期
証
及
び
資
格
証
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
町
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
、
各
市

町
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
様
々
な
意
見
交
換

が
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
議
題
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
の
後
、
講

師
の
篠
塚
先
生
よ
り
助
言
が
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
、
滞
納
処
分
に
関
す
る
心
構
え
や
滞

納
整
理
へ
の
取
組
み
方
な
ど
参
考
に
な
っ
た

と
の
声
が
あ
っ
た
。

平成23年度 国民健康保険料（税）徴収実務研修会

徴収アドバイザー 篠塚三郎氏グループ討議の様子
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平成23年9月から

が稼動します。

国保連合会情報

国保連合会国保連合会オンラインヘルプデスク

認証局

証明書
発行サーバ

（基金・国保共同）

医療機関・薬局

広域
イーサ

国保中央会

国保保険者NW

各種マスタ
各種マスタ
配信サーバ
（国保独自）

中央会ヘルプデスク

（基金・国保共同）

受付事務
点検ASP
オンライン
受領書編集

等

レセプト電算処理機能

レセプトデータ投入・精査
資格確認
過誤・再審査処理
費用算定処理
各種帳票作成（請求支払
関連、全国決済関連、中
央会関連等）
月次環境作成
マスタ更新
市町村業務支援情報作成
諸統計・月報作成

等

レセプト点検
過誤再審査理由登録
過誤再審査結果登録

等

他県国保連合会

画面特別
審査システム

受付
受付事務点検
レセプト編集
計数整理
接続データ作成
委託データ作成
各種帳票作成
電子送付保険者

等

画面事務点検
画面事務共助
画面審査
審査後処理

国保請求支払機能

国保共同電算処理機能

①資格管理
②療養費窓口申請
③資格・給付確認
④給付記録管理
⑤療養費支給管理
⑥高額療養費
⑦高額医療共同事業・保険財政
共同安定化

⑧高額介護合算療養費
⑨共同処理関係報告書等作成
⑩保健事業関係
⑪第三者行為関係
⑫退職等適正化 等

共共共 通通 基基 盤盤

国保連医療保険
ネットワーク

※第一フェーズで再構築される部分の関係図

画面審査機能

レセ電レセプト

広域イーサIP-VPN
ISDN

オンライン請求システム

業務

①異動情報投入・証発行
②療養費窓口申請
③給付記録確認・補正
④療養費支給決定・実績登録
⑤高額療養費支給決定・実績・・
⑥高額介護合算支給決定・実
績・・
⑦統計分析
⑧第三者行為対象レセ抽出・確定
⑨各種投入データアップロード
⑩各種帳票等確認・端末出力

等

レセ管業務

国保共電業務

業務処理端末 業務処理端末

業務処理端末

業務処理端末

保険者端末

保険者レセプト管理機能

次期レ国保総合システム等に係る全体概要図

国保総合システム等

保険者

※国保中央会が開発したシステムのみ記載しており、本県独自開発である共通基盤外付けシステムや
大量印刷システムは記載していません。

これまでの国保連合会で稼動しているレセプト審査支払システム等においては、個別に開発
されたシステムのため、個々のシステム運用やシステム間での複雑なデータ連携、保守管理等
の課題が発生していました。
このような中、国保総合システムは、国保中央会が開発した全国共通の標準システムとして、
平成23年度からの原則レセプトオンライン化に伴い、より効率的に処理するためのシステムの
最適化を図り、共通基盤システム上で５つの機能（レセプト電算処理機能、画面審査機能、国
保請求支払機能、保険者レセプト管理機能、国保共同電算処理機能）が動作するシステムとな
っています。また、保険者支援が強化され、保険者クライアントＰＣからの各種業務処理がオ
ンラインにて実施可能になります。
なお、本県においては、第１フェーズとしてレセプト電算処理機能、画面審査機能、レセプ

ト管理システム機能、国保請求支払機能、国保共同電算処理機能が平成23年９月から稼動し、
第２フェーズとして、特定健診機能、後期請求機能が今後追加される予定です。
また、本会が行う保険者事務共同事業等において、国保総合システムで不足している要件に

ついては、保険者サービスの質の確保を補うための本会独自システム「共通基盤外付けシステ
ム」や「大量印刷システム」で対応することとしています。
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知って得する身近な健康情報

最近、  　　 の2文字をよくみかけます。未病未病未病

「未病」 とは・・・?

つまり、健康ではないため養生が必要だが、まだ健康なからだにもどれる状態

貝原益軒の「養生訓」によると  ➡   半健康で、病気に進行しつつある状態

●未病の定義  (日本未病システム学会)

自分自身自分自身が主治医主治医自分自身が主治医●未病は、　　　　　　　　  であると言われています

未病に関心を持ち、意識して生活すること

病気を未然に防ぐ
生活習慣に気を配る

はやい段階で未病のサインを知り、すぐに手を打てば、進行を抑えることができ、
「病気」を予防できる、ということです。

未病1のところにも書きましたが、もう1度!

分   　　類

西洋医学的未病

東洋医学的未病

自覚症状

無

有

検査による異常 状態および症状の例

有

無

例) 境界域高血圧、高脂血症、骨粗鬆症、
　　肥満、脂肪肝、動脈硬化、境界域糖尿病、
メタボリックシンドロームなど、

いろいろな症状を自覚するため、心身の健康
状態が悪化しQOLも低下してしまう
例) 冷え、倦怠感、しびれ など

未病を知る

段階 自分の努力で健康をとりもどせる
疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がける

やや進行した段階であり、医療関係者の支援が必要

未病1

未病2

※「未病」は、東洋医学のことばとして捉えられてきましたが、最近は、検査技術の進歩により、西洋医学的な
未病を数多く取り上げています。

疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がけましょう。疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がけましょう。疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がけましょう。疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がけましょう。疲れたら休養をとり、食事に注意して、運動を心がけましょう。

生活習慣病の予防におおいに役立ちます

要するに、自分のから要するに、自分のからだは自分は自分で守るという守るということです。ことです。要するに、自分のからだは自分で守るということです。

（国保連合会　管理栄養士）
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第三者行為損害賠償求償事務コーナー

自賠責保険と任意保険について
　自動車保険は、強制保険である自賠責保険と、任意に保険契約ができる任意自動車保険に大別されます。
　自賠責保険と任意自動車保険の対人賠償責任保険は、ともに人身事故による損害を填補の目的としてい
ます。まず、自賠責保険により損害が填補され、任意の対人賠償責任保険は自賠責保険の支払い額を超え
る部分について支払われます。

自動車保険の種類
自賠責保険
　歩行者や他の自動車に乗車中の人などを死亡または負傷させて損害賠償責任を負った場合に、保険金
が支払われます。傷害による損害については120万円、後遺障害による損害については等級に応じて
3,000万円（第1級）～75万円（第14級）、死亡による損害については3,000万円を限度として支
払われます。
（介護を要する後遺障害の場合は、（第1級）4,000万円、（第2級）3,000万円が限度）
◆自賠責保険における減額
　次の場合には、自賠責保険で支払われるべき金額につき、減額が行われます。
　・被害者に重大な過失がある場合
　・受傷と死亡または後遺障害との間の因果関係の有無の判断が困難な場合
任意保険
◆対人賠償保険
　歩行者や他の自動車に乗車中の人を死傷させ、法律上の賠償責任を負ったとき、その賠償額のう
ち、自賠責保険で支払われる額を超える部分に対し、保険金が支払われます。
◆自損事故保険
　契約した自動車の運転者などが自損事故によって死傷し、自賠責保険で保障されない場合に保険金
が支払われます。
◆対物賠償保険
　他人の財物（自動車、建物等）に損害を与え、損害賠償責任を負ったとき、保険金が支払われます。
◆人身障害保障保険
　歩行中や自動車に乗車中の契約者等が自動車事故で死傷、後遺障害を負った場合、契約者自身の損
害分を損保会社所定の基準で算出した額が、保険金額の範囲内で支払われます。
◆無保険者傷害保険
　無保険自動車（対人賠償保険が付いていない、付いていても金額が低いなど、賠償資力が不十分な
自動車）に衝突されて、契約自動車に乗車中の人が死亡または後遺障害を負った場合、保険金が支払
われます。
◆車両保険
　衝突、接触、墜落、転覆、火災、爆発、盗難、台風、洪水、高潮など偶然な事故によって損害を受
けた場合、保険金が支払われます。
◆搭乗者傷害保険
　契約した自動車に乗車中の人（運転者を含む）が、自動車事故によって死傷したとき、保険金が支
払われます。

　対人賠償保険は加害者の加入する保険であるのに対し、人身傷害補償保険は被害者で
ある被保険者が加入する保険になります。国保の求償を行う場合には、人身傷害社から
の求償と競合になる場合が数多くあります。
　競合請求の場合には、損保会社への請求のタイミングが重要になりますので、本会か
らの問合せ等に速やかにご協力いただきますようお願い致します。

事業振興課　共同事業担当　TEL：028－622－7815　FAX：028－622－7281

第三者行為に関するお問い合わせ
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日光市総合会館　⇒ 神橋 ⇒ 本宮神社 ⇒ 産の宮（香車堂）⇒ 白糸の滝
 ⇒ 滝尾神社 ⇒ 行者堂 ⇒ 空烟地蔵 ⇒ 二荒山神社 ⇒ 日光市総合会館

今回のウォーキングコース 約6.0㎞

殉死の墓殉死の墓
　釈迦堂　釈迦堂

花石神社花石神社

本宮神社本宮神社深沙王堂深沙王堂

稲荷川橋稲荷川橋

四本龍寺四本龍寺
三重の塔三重の塔

輪王寺輪王寺

東照宮東照宮

大猷院大猷院
　天海の墓　天海の墓

空烟地蔵空烟地蔵

大小べんきんぜいの碑大小べんきんぜいの碑
天狗沢天狗沢

運試しの鳥居運試しの鳥居

白糸の滝白糸の滝

外山キャンプ場外山キャンプ場

北野神社北野神社

山内発電所山内発電所

外山外山

稲
荷
川

延命坂延命坂

神橋神橋
天海大僧正銅像天海大僧正銅像

青龍神社青龍神社

日光真光教会日光真光教会

二荒山神社二荒山神社

行者堂行者堂

滝尾神社滝尾神社

産の宮（香車堂）産の宮（香車堂）

日光市総合会館日光市総合会館

表
参
道

表
参
道

西
参
道

西
参
道

殉死の墓
　釈迦堂

花石神社

本宮神社深沙王堂

稲荷川橋

四本龍寺
三重の塔

輪王寺

東照宮

大猷院
　天海の墓

空烟地蔵

大小べんきんぜいの碑
天狗沢

運試しの鳥居

白糸の滝

外山キャンプ場

北野神社

山内発電所

外山

稲
荷
川

延命坂

神橋
天海大僧正銅像

青龍神社

日光真光教会

二荒山神社

行者堂

滝尾神社

産の宮（香車堂）

日光市総合会館

小杉放菴記念小杉放菴記念
日光美術館日光美術館
小杉放菴記念
日光美術館

表
参
道

西
参
道

白糸の滝白糸の滝白糸の滝

空烟地蔵空烟地蔵空烟地蔵

二荒山神社二荒山神社二荒山神社

滝尾神社滝尾神社滝尾神社

産の宮（香車堂）産の宮（香車堂）産の宮（香車堂）

神橋神橋神橋

史跡探勝路の表示史跡探勝路の表示史跡探勝路の表示

史跡探勝路を歩いて
思いがけない“涼”に遭遇！

今回は、日光東照宮など世界遺産を有することで
も有名な日光市を訪れ、神橋を基点とし弘法大師が
開いたと伝えられる滝尾神社を中心に、二社一寺境
内の外周をたどる「滝

たき

尾
お

の路
みち

」を歩いてみました。
さて、「滝尾の路」ウォーキングコースより、一

押しのスポットをご紹介いたします。
日光市総合会館より一路東へ向かうと、大谷川に架かる朱塗りの「神

しん

橋
きょう

」が見えてきます。神橋から
滝尾神社までのルートは史跡探勝路という表示があり、北宮神社や四本龍寺三重の塔などの社寺を見る
ことができます。これらの社寺を抜け日光東照宮を横目に進むと、老杉の隙間から木漏れ日が降り注ぐ
石畳の古道が差し掛かります。老杉の間にひっそりと佇む観音堂（産の宮）や北野神社を過ぎ、さらに
古道を進んでいくと、いよいよ「白糸の滝」に到着です。滝尾神社の石段手前にある高さ10ｍ程の小滝
ですが、滝の水しぶきの音と流れる空気により、暑さを忘れさせてくれる場所でした。
世界遺産など歴史の奥深さと涼しさを求めて、一度訪れてみてはいかがでしょうか。

歩歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あのあの道このこの道あの道この道

日光市で例年９月上旬に開催されているイベントとして、「日光杉並木」と「日光の世界遺産の
社寺」を２日間かけて巡る「日光ツーデーウォーク」があり、今年で第12回を迎えます。最長で
約20㎞コースを２日間歩くことになるのですが、一度挑戦してみようと思います。

おまけ
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８日 第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
12日 介護サービス苦情処理委員会（13：30～） 9階会議室
13日 国保事務担当職員研修会 9階会議室
16日　審査委員会（16～19日） 9階会議室

レセプト点検調査事務助言（10：00～） 塩谷町
21日　介護給付費審査委員会（16：00～） 9階会議室
22日　第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業運営委員会（13：30～） 9階会議室

介護サービス苦情処理委員会（13：30～） 9階会議室
27日 レセプト点検調査事務助言　（10：00～） 高根沢町

13日 レセプト点検調査事務助言（10：00～） 益子町
第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所

14日 介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室

レセプト点検調査事務助言（10：00～） 岩舟町
26日　市町村国保運営協議会委員研修会（13：00～） 宇都宮市東市民活動センターホール
27日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
28日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

レセプト点検調査事務助言（10：00～） 栃木市

１日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 宇都宮市
８日　事務部会（13：30～） ９階会議室
10日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
11日　第51回全国国保地域医療学会（11～12日） 高知県

介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
レセプト点検調査事務助言（10：00～） 那珂川町

16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
24日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所

介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
25日　理事会（14：00～） ９階会議室
30日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 下野市
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あなたは何を選びますか？

株式
会社松井ピ･テ･オ･印刷
本社/〒321-0904 栃木県宇都宮市陽東五丁目9番21号
tel .028（662）2511（代）　fax.028（662）4278
URL http://www.pto.co.jp/pto/　 E-mail s@pto.co.jp

紙、フィルム、CD・DVD、テレビ、ビデオ、インターネット・・・
自由にメディア（媒体）をお選びください。

メディアに合わせて、あなたの「伝えたい」を「カタチ」にいたします。

PTO
Matsui
Visual Printing

特定労働者派遣事業
（特09-300068）

［ISO14001認証取得］［ISO9001認証取得］

CM003

QMS CERTIFIED FIRM

ISO 9001 審査登録
（株）松井ピ・テ・オ・印刷

本社／平出工場
JCQA-1327

EC00J0240 051
CM021

ファクティスは環境マネジメントシステム
ISO14001の認証取得工場です


